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  第一章 キリストの意義


  一．聖書における彼の偉大さ


  彼は
 （ａ）万物の意義です。
 （ｂ）万物の相続者です。
 （ｃ）万物の目的・本質です。
 （ｄ）万物の最終的な試金石です。


  二．彼の地位――御父の愛による
 無限の神の愛がその動機であり力である


  これは
 （ａ）全聖書中に
 （ｂ）神のすべての働きに対する愛とは正反対のものによって
 （ｃ）御子が誉れを受けなければならないという御父の要求によって
 啓示されています。


  三．キリストの偉大さは霊的・道徳的なものである


  （ａ）天はそれを知っています。
 （ｂ）人はそれを感じています。
 （ｃ）地獄は堕落させようとする試みによってそれを証明します。

 それは
 （ａ）彼が神を満足させたこと
 （ｂ）彼の贖いの御業
 （ｃ）御霊の働き
 から明らかです。


  



  「これらのことをイエスは語られると、目を天に向けて言われた、『父よ……』」（ヨハ十七・一）


  「それは彼らがみな一つとなるためです。それは父であるあなたがわたしの中におられ、わたしがあなたの中にいるように、彼らもまたわたしたちの中にいるためです。」（ヨハ十七・二一）


  「わたしは彼らの中におり、あなたはわたしの中におられます。それは彼らが完成されて一つとなるためです。」（ヨハ十七・二三）


  序論


  人に関する神の御思いと、神に対する人の関係について、これまで多くの啓示が与えられてきましたが、キリストとの合一はそのすべての啓示の核心であり中心です。キリストとの合一は大きな車輪の中心に似ています。その車輪には多くのスポーク――選び、創造、贖い、救い、聖化、栄化――があります。そして次に、一連の補助スポーク――悔い改め、信仰、義認、回心、再生等々――があります。これらはその車輪のスポークですが、それらはみなキリストを中心とし、キリストから発して、縁すなわち神に到達します。それらにより、私たちはキリストにあって神と結び合わされます。


  これらの真価を十分に理解するには、キリストの意義について熟考すること、あるいは啓示してもらうことが必要です。神の御子が人の子となられたことにより、神が人になられたことにより、なんと途方もないことが起きたのかを見る必要があります。それは、私たちの存在が、神格や神性の中にではなく、受肉した神の御子の中に取り込まれる問題です。


  さて、キリスト教伝道の最初の宣教者たちはキリストを宣べ伝えました。彼らが第一に宣べ伝えたのは、救いや聖化や赦しや裁きや天についてではありませんでした。これは、彼らはこれらのことを宣べ伝えなかったということではありません。彼らは宣べ伝えました。しかし、それらが第一ではありませんでした。彼らはキリストを宣べ伝えました。そして、これらのことはみな、キリスト、すべてを含みすべてに優るキリストの宣べ伝えの中に含まれていました。結局のところ、救い、聖化、赦し、義認といったこれらのものは副次的なものであり、後で登場します。キリストがそれらすべてに先立ったのであり、キリストがそれらすべての後に続かれるでしょう。それらはキリストの内側にありますが、キリストはそれらすべてを圧倒的に凌駕しておられます。


  キリストの意義


  次に、キリストの意義について考えることにします。キリストという称号を強調していることを理解してください。まさにこの称号は、ある使命の意義を伝えます。それは彼の本質的神格の称号ではありません。この言葉が意味する油塗りは、ある使命のためです。「神はナザレのイエスに油を塗られました」（使十・三八）。これをこれからの話の支配的原則とすることにしましょう。さもないと、いともたやすく、様々なことで眉をひそめ、誤った教理ではないかと勘ぐることになりかねません。キリストとの合一について考えるにあたって、私たちは彼の神性と人の子としての彼のキリストたる身分との間に非常に明確な一線を保つことにします。これを述べたので、いま少しのあいだ彼の偉大さについて考えることにしましょう。


  一．聖書における彼の偉大さ


  聖書における彼の偉大さは、幾つかの関係の中に見られます。


  



  （ａ）神との関係において


  第一に、彼の偉大さは神との関係の中に見られます。馴染み深い幾つかの節――しかし、これらの節は常に新たな霊感を伴うものであり心を奮起させます――を引用しさえすればわかります。


  「見えない神のかたちである御方」（コロ一・十五）。

「彼の栄光の輝きであり、彼の本質のかたちそのものです」（ヘブ一・三）。私たちの理解力や悟性の及ぶところでは到底ありませんし、確かに説明できません。世が存在する前に神の栄光を共有しておられたのです。私たちはそれについて読み始めました。「父よ（中略）あなたの子の栄光を現わしてください」。その後すこし先のところに「あなたご自身の栄光をもって、世が存在する前にわたしがあなたと共に持っていた栄光をもって、わたしの栄光を現わしてください」（ヨハ十七・五）とあります。彼はこのような状態を去って、人の姿を取り、十字架の道を行かれましたが、この出来事の途方もなさを多少は感得しないかぎり、決してキリストとの合一の意義を理解・評価できるようにはなりません。宇宙の歴史全体の中で最も驚くべき出来事が、先ほど聖書から引用した御言葉の組み合わせの中に見いだされます。そして次に、神の栄光の輝きであり、彼の本質のかたちそのもの、「見えない神のかたち」だったこの人、世が存在する前に神の栄光を共有していたこの人は、唾を吐きかけられ、嘲られ、やじられ、あの恐ろしいすべての罪に遭遇しなければなりませんでした。素晴らしいことに私たちは彼との合一の中に召されていますが、それは彼の友人になるためでも、何らかの神の働きの同労者・パートナーになるためでも、彼とのある種の形式的関係――いわゆる組合――を持つためでもありません。後で見るように、彼と徹底的に一つとなるためです。「私たちは彼の体の肢体、彼の肉の肉、彼の骨の骨です」（エペ五・三〇、欽定訳）。「主に結合されて（中略）一つ霊です」（一コリ六・十七）。これを可能にするために何かが起きました。そしてここに、神のへりくだった無限の愛の物語とその素晴らしさがすべて込められています。さて、聖書は第一に、神との関係における彼の栄光、彼の偉大さを示します。それを辿るために多くの時間を費やすこともできますが、次に進むことにします。


  



  （ｂ）創造された万物との関係において


  次に、彼の偉大さは聖書中、創造された万物との関係の中に見られます。


  



  （１）万物の意義


  キリストは万物の意義です。


  「万物は彼を通して造られました。」（ヨハ一・三）
 「世は彼を通して造られました。」（ヨハ一・十）
 「ひとりの主イエス・キリストがおられるだけです。この方を通して万物は存在しています。」（一コリ八・六）
 「彼の中で万物は、天にあるものも地にあるものも、見えるものも見えないものも、位も、主権も、支配も、権威も、創造されました。万物は彼を通して創造され、彼へと至ります。」（コロ一・十六）
 「御子について彼は言われます（中略）『主よ、最初にあなたは地の基を据えられました。諸々の天はあなたの御手の業です』。」（ヘブ一・八、十）
 「万物がその方のために存在し、万物がその方を通して存在する方に、それはふさわしいことでした……」（ヘブ二・十）


  万物の意義、すなわち、万物は「なぜ」存在するのか、その問いへの答えです。それは一体何を意味するのでしょう？地上を旅し、海に潜り、星座へと飛翔し、創造された宇宙を理解し、天界の知的存在についてすべて理解したうえで、「これは一体何を意味するのだろう」という問いを発したとしましょう。その答えは、神の御子であり人の子である方の栄光を表現する完成された宇宙にあります。こうして、それらがみな何を意味するのか、あなたはわかるようになります。これは想像の飛躍ではありません。これは容易に試して、確かであることを証明できます。私たちが能力と一定量のデータを持っていて、神聖な光がその上に注がれており、それをいま実体化できると仮定しましょう。被造物の内的意義を知っていたなら、神聖な意義、永遠の霊的意義はみな、キリストの中に見いだされることがわかっていたでしょう。これは、もちろん、無限に素晴らしい宇宙ですが、この宇宙全体は、聖書によると、最終的に彼で満たされ、彼を現わすことになります。そして、贖われて完成されたこの宇宙が、そのためにそれが生み出された目的に達する時、それは神の御子を表す一つの強力で包括的な、しかしながら依然として無限の表現になります。これがその意義です。彼はいま起きているあらゆる出来事に対する鍵です。


  ああ、いま起きている出来事の意義を見て理解する目を私たちが持っていれば！キリストがその解き明かしであり、万物の意義です。


  



  （２）万物の相続者


  キリストは万物の相続者です。「神は、昔は様々な部分に分けて、様々な方法で、預言者たちによって父祖たちに語られましたが、これらの日々の終わりには、御子の中で私たちに語られました。神は御子を万物の相続者と定められました」（ヘブ一・一、二）。神はいつ御子を万物の相続者と定められたのか？という疑問が直ちに湧きます。先の節がすべて正しければ、キリストが万物の相続者に定められたのは、彼が万物を造られる前のことです。万物が彼を通して彼のために造られた以上、御父が彼を万物の相続者とされた時点があったにちがいありません。そして彼の相続権というまさにこの問題を巡って歴史は展開します。ですから第一に、嗣業を成すものとしてのこの宇宙、という素晴らしい構想がありました。一つの構想としてのこの宇宙について私が何かを述べようと無理に努める必要はないでしょう。次に、創造後にこの構想を実行するために、この構想が計画されます。しかしたちまちすぐに、この嗣業は抵抗にあって傷ついたかのように思われます。しかし、直ちにその贖いが啓示されます。贖われ、再構成され、完成され、所有されます。これがその嗣業の歴史です。この歴史はなんと多くのものを含んでいることでしょう。一、二分前に述べましたが、いま起きていることを私たちがすべて理解していたなら、それはキリストを中心としており、キリストを巡って荒れ狂っていることがわかったでしょう。なぜでしょう？彼は万物の相続者だからです。そして、彼の嗣業を巡るこの論争が、いま起きているあらゆる出来事の理由だからです。ああ、なんと多くの御言葉をこの中に込められることか。地を滅ぼす者たちは何をしているのでしょう？まあ――もちろん盲目的に――しかし彼らの邪悪な感化と煽動を通して、彼らは神の御子の嗣業を破壊しようとしているのです。霊的な男性や女性はこの事実の最高の証拠であるため、通常以上の力が自分たちを滅ぼすために自分たちの上に集中していることを知っています。なぜなら、彼らは主に贖われたものであり、再構成・完成されつつあり、最後に彼の合法的嗣業として栄光の内に彼にささげられることになるからです。これが真実であることを私たちは知っています。それが神の御子の嗣業であることを私たちは知っています。これによって私たちは、悪の力の破壊的意図というこの長い、長い物語の中に巻き込まれているのです。


  



  （３）万物の目的・本質


  さらに、キリストは万物の目的・本質です。これは二つの短い引用だけで十分だと思います。


  「彼はあらかじめ知っていた者たちを、御子のかたちに同形化しようとあらかじめ定められました」（ロマ八・二九）。万物の目的・本質が「御子のかたち」というこの言葉によって表されています。エペソ四・十からのもう一つの節はこれを裏付けていると思います。彼が高く昇られた目的は「彼が万物を満たすため」でした。これらの二つの相補的な御言葉は、万物のこの目的・本質と呼応しています。背後にあるその目的は何でしょう？神が意図された万物の本質は何でしょう？そうです、御子のかたちにほかなりません。もちろん、これはキリストに似た者となることに関する新約聖書のあの包括的教え全体を含んでいます。キリストに似た者となること、あるいはしばしばキリストの似姿とも言われますが、これは新約聖書のかなりの部分を網羅するすべてを支配する目的です。これが万物の存在目的であり、万物の存在の本質です。すなわち、彼で満たされて彼のかたちに同形化されることです。彼で満たされないかぎり、あなたは決して彼のかたちに同形化されません。なんと多くの新約の教えをその中に込められることでしょう。それは至る所にあります。


  



  （４）万物の最終的な試金石


  最後に、キリストは万物の最終的な試金石です。使徒十七・三一にはこうあります、「彼はご自分が定めた人によって、義の中でこの世を裁く日を定められたのであり、彼を死者の中から復活させることによって、すべての人に確証を与えられました」。逐語訳は「一人の人によって」ではなく、「ご自分が定めた一人の人にあって」です。この「定めた」という言葉は、「基準線とした」を意味します。神は御子を万物の基準線とされました。すべてはこの人の基準線内に達しなければならず、彼にしたがって裁かれなければなりません。要点がおわかりでしょう。キリストは基準です。キリストは標準です。キリストは神が定められたこの世のあの大審判の尺度であり、万物の最終的な試金石です。


  これは、この世の裁きはそれがキリストにどれだけ達しているのかに応じてなされることを意味します。キリストの光の中に立っているかどうかについて、キリストに対する姿勢・関係について、裁かれるのです。神の裁きは他のどんな根拠にもよりません。これが裁きのためのとても単純な公式です。もし神が私たちを一人一人相手にして、遺伝・出生・生い立ち・人生の運不運によって私たちが得た多くのものに基づいて私たちを裁かなければならなかったとしたらどうでしょう。人にたとえて述べると、彼は手一杯になっていたでしょう。そして、裁くにはあまりにも多くの義の標準が必要になっていたでしょう。あまりにも包括的すぎて、ほとんど考えることができなかったでしょう。私たちに対する神の裁きは、私たちの罪の数――それが多くても少なくても――や、私たちの気質や、私たちが血筋によって受け継いだ何ものにもよりません。彼の唯一の単純な解決策は、御子に対するあなたの姿勢はどのようなものか？ということです。御子に対するあなたの関係はどうでしょう？あなたはこのキリストの基準線の中にどのように立っているのでしょう？一人の人としてではなく、一つの本質としての彼、彼ご自身の意義との関係はどうでしょう？御子に関するあなたの姿勢、関係、度量はどうでしょう？これに裁きはすべて基づくでしょう。


  また注目してください、これは大いに義なる裁きです。御言葉は「彼は義の中でこの世を裁かれる」と述べています。神に感謝すべきことに、これは、大多数の人が一生不平を鳴らす問題、遺伝や世襲や初期のしつけ等々といったこの問題を考慮してのことです。私の親愛なる友よ、これを励みとしてください。そのような事に基づいて神は決して裁かれません。そんなことは不義なことだったでしょう。彼は私たち全員を、御子との私たちの関係というこの一つの問題に導かれます。彼に対するあなたの立場はどうでしょう？あなたは彼をどう取り扱ってきたでしょう？あなたは彼をどうしているでしょう？あなたはますます彼のかたちに同形化されつつあるでしょうか？これが裁きの基礎であり、唯一の基礎です。キリストが基準であり、万物の最終的な試金石です。


  旧約聖書の中のキリスト


  では、聖書の中に見られる彼の偉大さについてのこの黙想に再び戻ることにしましょう。聖書を全体的に捉えると、旧約聖書は待望と期待で貫かれていることがわかります。その初っ端からある御方が必要になります。ある御方が予表され、告げられ、諸国民の間に現わされます。なぜなら、このある御方は神が諸国民の間に植えられたイスラエルにおいて現わされるからです。


  少しのあいだ、これについて見ることにしましょう。ある御方が必要になります。必要になるのは、全被造物を捕われの下に、聖書が言うところの虚しさの中に陥らせた、ある悲惨な失敗のためです。失敗により全被造物が駄目になりました。この失敗のゆえにある御方が必要です。それを直すためにだれかが必要です。直感的にある御方が必要であることがわかります。遅かれ早かれだれかが来なければならないことを、人は直感的に感じます。


  この待望とこの要求は、遥か遠くの文明の中にも辿れます。だれかを待ち望むこの待望、人生と世界の謎に答えるためにだれかが到来するにちがいないというこの期待の証拠は、普遍的に見いだされます。これはすべて一つの謎、問題、パズルです。人は常に当惑しており、すべては一つの大きな矛盾です。この問題を解き明かそうとしてとことん深く探った人々の多くは、虚しさと恐ろしい絶望の中に追い込まれました。それでも、人はこの問題を解かずにはいられません。聖書はまさにこれで満ちています。


  しかし、絶えざる暗示によって、だれかが必要とされています。まるでこう思われます。すなわち、状況がある地点に達して、今や「何かが起きようとしている」という暗示が強まるのですが、その後それは後退してしまうのです。そして、しばらくするとそれは潮流のように再び到来するのですが、またもや後退してしまうのです。歴史におけるこれらの継続的潮流は、「何かが起きようとしている」「だれかが来ようとしている」ということを常に暗示します。そしてとうとう、彼がまさに受肉して、待望の精神が一つの核、一つのレムナントの中で成熟する日に至ります。彼らは待ち望み、待望します。「イスラエルの望み」（使二八・二〇）。この望みはイスラエルの望みであるだけでなく、全被造物の望みでもありました。被造物は望みの中で服従させられた、とパウロは私たちに告げます（ロマ八・二〇）。諸世紀を通してこれが脈打っています。ある御方がどの方面にも必要です。そして、この必要が聖書の中に啓示されています。


  ある御方が暗示されています。旧約聖書は個人的な型や象徴によってある御方を暗示しており、その暗示で満ちています。予型論、象徴論、旧約聖書の絵図的側面は、おそらくこれまで少し行き過ぎていましたし、時として誇張や言いすぎのせいで信用を失ってきましたが、数々の事柄のまさに前面に、全く強調するまでもなく、それ自身とは別のものについて告げる一つの体系全体が確かに横たわっています。それが意味し、予型し、象徴しているところのものを、それは要求します。なぜなら、人は象徴、型、絵図、暗示に基づいて永遠に生きることはできないからです。だれかがこのすべてに答えなければなりません！


  ですから、ある御方について告げられます。旧約聖書全体の中に、預言の御霊によるある御方の宣言が含まれています。アダムが堕落して罪の悲劇が起きるやいなや、これをすべて正す女の裔が告示されます。彼はまたアブラハムの箇所でも宣言されます――「あなたの裔によって地のすべての諸国民は祝福される」（創二二・十八）。ヤコブの箇所でも宣言されます。年老いて死に瀕しているヤコブは、その息子たちを祝福してユダの番になったとき、次のような麗しい古典的言葉を宣言しました――「王の杖はユダを離れず、支配者の杖は彼の足の間から離れることはない。ついにはシロが来て、諸々の民は彼に従う」（創四九・十）。平和をもたらす者はユダの中から出ると予期されています。その名が平和すなわちシロである御方は、ユダ出身ではなかったでしょうか？この間ずっと彼が宣言されました。モーセの箇所では――「エホバあなたの神は、あなたたちの中から、あなたたちの兄弟たちの中から、私のような一人の預言者をあなたたちのために起こされる」（申十八・十五）。私たちの訳では、「私のような」という言葉を使っていて残念です。この訳はモーセが実際に述べたことの反対です。「エホバあなたたちの神は、あなたたちの中から、一人の預言者をあなたたちのために起こされる」。この預言者は「私のような」者ではなく、「神が私を起こされたように」起こされた者です。これについて考えてもらってかまいません。どのように彼はモーセを起こされたのでしょう？しかし、この預言者の到来についてのこの預言がここにあります。次にあなたは申命記十八章と三四章全体を読みたくなるでしょう。この両方の章ではモーセよりも偉大な方に言及されていることがわかります。今は先に進めません。すべての預言書がキリストについて預言しており、それらはみな彼を宣言していました。


  おそらく述べるのがきわめて難しい面、きわめて難しい点――しかし、それがここに示されていると私は信じています――で締めくくることにします。このある御方は諸国民のただ中に個人的に現わされました。すなわち、イスラエルの中にです。多くの神の顕現、イスラエルにおける人の姿での神の現われを、あなたは思い出すでしょう。御使いと呼ばれている者と主ご自身とを区別するのが不可能な事例が少なからずあることを、あなたは思い出すでしょう。それらは置換可能な用語であり、同義語です。この同じ人について、最初に「御使い」という言葉、次に「主」という言葉が使われています。この御使いはヤコブとの格闘に応じたように思われますが、ヤコブは最終的に、「私は顔と顔を合わせて神を見たのに、私の命は保たれている」（創三二・三〇）と叫びました。この主の御使いはアブラハムに現われて、アブラハムは彼を主と告白しました。主はイスラエルに言われました、「見よ、わたしはひとりの御使いをあなたの前に遣わして、あなたを道で守らせ、わたしが備えた所にあなたを導く。彼の前に慎み、彼の声に耳を傾けよ。彼を怒らせてはならない。なぜなら、彼はあなたたちの違反を赦さないからである。なぜなら、わたしの名が彼の中にあるからである」（出エ二三・二〇、二一）。これは誰でしょう？パウロは打たれた岩について、その岩はキリストだったと述べました（一コリ十・四）。しかし、あなたは次のことを覚えているでしょうか？これがこの出来事全体の要点です。すなわち、主がモーセに岩を打つよう命じられた時、主は「わたしはあの岩の上であなたの前に立つ」と仰せられたのです。岩だったのは主だった、とパウロは述べています。ご自身の民の命を救うために打たれたのは主でした。主を二度打つことはできません。一度打たれれば、神はほむべきかな、それで十分です。次に、その岩は彼らの後についてきた、と述べられています（一コリ十・四）。その意味は、その岩の水、その岩の効能、その打たれた岩の効力が、道すがら彼らと共に同行したことだと思います。「そしてその岩はキリストでした」。それは主でした。「わたしはあの岩の上であなたの前に立つ」。このようにこういった他の多くの事例を集めることができます。これらの事例では、主の御使いと称されている者は主ご自身であると言わざるをえません。そして、この数々の文脈を見るとき、神の御子を見ないわけにはいきません。もし証明が必要なら、旧約聖書の最後の書に行ってください。そこでは、契約の使者について言及されています。「あなたたちが求めている主は、突然、彼の宮に来られる」（マラ三・一）。「使者」と訳されている言葉は、他の箇所で「御使い」と訳されているのと同じ言葉です。この契約の御使い・使者は誰でしょう？「あなたたちが求めている主は、突然、彼の宮に来られる（中略）しかし、彼の来られる日に誰が耐えられよう？」。それは神の御子以外の何者でもありません。しかし、彼はイスラエルにおいて現わされました。何度も何度も個人的に臨在されました。まだ受肉しておられませんでしたが、それにもかかわらず顕現されたのです。


  さて、ここに聖書があります。今、これが旧約聖書であることがわかります。すでに述べたように、それは期待と待望で貫かれています。何者かが最終的かつ決定的に到来して、このすべてに答えなければなりません。


  他方、ご存じのように、これはみなキリストと関係しており、キリストにあって成就されたという証しで新約聖書はいっぱいです。聖書は、一言で言うと、「彼、キリストが、すべてとならなければならない」と述べているのです。彼の偉大さの一端を垣間見ることは、少なくともキリストとの合一の素晴らしさを垣間見る結果になります。ああ、これはなんと偉大なことか！きっと、最初に述べたことの正しさを今や納得されたことでしょう。それはすべての希望です。すべては彼を中心としており、彼から発して、神に創造された宇宙の果てへと至ります。キリストとの合一こそが、人に関する、そして神との人の関係に関する、神の御旨の啓示全体の核心なのです。


  



  第二章 彼の地位――御父の愛によって


  前の黙想で聖書におけるキリストの偉大さの根拠――キリストは万物の意義であり、万物の目的・性質であり、万物の最終的な試金石です――を網羅したので、今、彼の地位について考えることにします。


  二．彼の地位――御父の愛によって
 無限の神の愛がその動機であり力である


  彼の地位は御父の愛によります。無限の神の愛がその動機であり力です。これが、彼に与えられた地位に彼が定められたことの背後にあります。


  これは幾つかの方法で啓示されています。それは全聖書の中に啓示されています。


  



  （ａ）全聖書の中に


  以下の多くの御言葉が直ちに思い浮かびます。ほんの一部だけ示しましょう。


  「あなたは世の基を据える前からわたしを愛されました。」（ヨハ十七・二四）
 「また御子を通して彼は宇宙を造られました。」（ヘブ一・二）
 「主よ、あなたは初めに地の基を据えられました。諸々の天はあなたの御手の業です。」（ヘブ一・十）


  しかし、彼がこの世界の基を据えられる前に、この世が存在するようになる前に、彼は御父の愛する者だったと宣言されています。


  「父は子を愛して、ご自身が行われるすべてのことを子に示されます。」（ヨハ五・二〇）
 「父は子を愛して、万物を子の手の中に与えられました。」（ヨハ三・三五）
「それゆえ父はわたしを愛しておられます。それはわたしが自分の命を放棄するからです。それはわたしがそれを再び得るためです。」（ヨハ十・十七）
「父がわたしを愛しておられるように、わたしもあなたたちを愛しました。」（ヨハ十五・九）
 「天からの一つの声が言った、『これはわたしの愛する子である』。」（マタ三・一）
 「それは私たちが（中略）愛する者の中で私たちに無代価で与えられた彼の恵みの栄光の賛美となるためです。」（エペ一・六）
 「彼は私たちを暗闇の権威から解放して、彼の愛する御子の王国の中に移してくださいました。」（コロ一・十三）


  このようにもっと続けることもできます。しかし、次のことを示すのに十分な引用はしました。すなわち、キリストは御父の愛によってご自身の地位を獲得されたことを、聖書は啓示しているのです。


  しかし、これは直接的な明示的文章でそう述べられているだけでなく、すべてがこれを指し示しています。旧約聖書におけるキリストの絵図はみな、豊かさと嗣業を見据えつつ、愛の思想を浮き彫りにします。私たちは時として、アダムが堕落する前のたちまち過ぎ去る束の間の輝かしい朝を見落としがちだと思います。しかし、それは神が創造された人に対する神の愛の絵図なのです。愛――そうです。計画する愛、与える愛、同伴する愛、願う愛です。それは愛の絵図であり、すべては豊かさと大いなる嗣業を見据えています。それを理解してさえいれば、あの反逆と不従順は他の何ものにもまして、これほど世を愛された神の心に対する一撃だったことがわかったでしょう。アダムは堕落する前キリストの型だった（ロマ五・十四）、と私たちは告げられています。一つの型にすぎませんが、神と人の間の愛の関係と、全き嗣業を人に得てほしいという願いが、そこに十分に示されています。これらの顕著な個人的絵図、キリストの絵図を少し垣間見ることにします。


  イサクについて――イサクを取り巻く愛の要素は見落とせません。彼は父の愛する者であり、特別かつ格別な愛の対象でした。「イサクから出る者が、あなたの子孫と呼ばれます」（創二一・十二）。嗣業は彼の愛する子の系統に引き継がれます。


  ヨセフについて――おそらく、ヨセフほどキリストの偉大な絵図は旧約聖書中にありません。しかし、彼は父親になんと愛されていたことでしょう！どうやって彼は栄光、豊かさに至ったのでしょう？彼の地上の父よりも偉大な御方の妬むほどの愛によってです。なぜなら、彼は来るべき方の絵図だったからです。ヨセフがキリストの予型であることに間違いはありません。銀二十枚で売られ、すべての望みを断たれて視界から消え去り、地下牢の最深部に投げ込まれ、きわめて苦い魂の苦しみを味わい、よみがえって栄光と権力に至り、自分の兄弟たちに命をもたらしました。そうです、ここにキリストの絵図があることは明白です。しかし、その支配的特徴は豊かさに至る愛です。


  あるいはイスラエルを見てください。歴史の中にもし神秘が一つあるとするなら、それはイスラエルに対する神の愛の神秘です。すべての光に照らして見ると、そうであることがわかります。神はイスラエルのことを「わたしの子」「わたしの長子」として語られました。「わたしはあなたについて、あなたの若いときの優しさ、花嫁の日々の愛を覚えている」（エレ二・二）。神はここでイスラエルに関する愛人のように語っておられます。驚くべき愛であり、すべては嗣業を目的としています。見本としてこれほど徹底的に神の愛を注がれた国民が、神への愛と神の御子への愛とこれほど真逆のものを示す国民になるとは、不思議ではないでしょうか？豊かさを見据えた愛の観点からキリストの姿を描いたこの物語に、旧約聖書からもっと追加することもできます。


  尊さと栄光の観念を伝える、キリストに関する一連の象徴や型が他にもあります。ここで言う尊さとは、神の目から見た尊さのことです。あなたの学びのための題材がそこにあります。栄光は天の基準によるものであり、それはすべて暗黙的に示されたキリストです。これについてはここまでとします。彼はその地位を御父の愛によって保持しておられることが、直接的な記述によって、また多くの絵図・象徴・型によって、聖書の中に啓示されているのではないでしょうか？


  



  （ｂ）神のすべての働きに対する愛とは正反対のものによって


  しかし次に、この同じ事実は神のすべての働きに対する、愛とは正反対のものによって啓示されます。反対側から、これを確証するものが常に得られます。まさにこれに関する最も強力な確証は、御父の愛によってキリストが保持しておられるこの職位と地位に対する敵の強烈な敵意から得られます。ああ、歴史を通して、そして今もなお、これは反対の方法で何を引き起こしてきたことでしょう！先ほど述べた数々の絵図に関して見られる妬み、疑い、憎しみ、偏見、高ぶり、殺人はみな、その表れにすぎません。これらのものがみな、彼の愛する御子に対していっそう多く噴出しました。あなたはこれをどう説明するでしょう？私たちは時々歌います、


  
    一体、私の主は何をしたというのでしょう？
何がこの怒りと憤りを引き起こすのでしょう？


    主は足なえを走らせ、


    盲人に視力をお与えになりました。
  


  この世の低俗な人ですら、「私は彼の中に何の罪も見いださない」（ヨハ十八・三八）、「この罪のない人の血について、私には責任がない」と言いました。この怒りと憤りはなぜでしょう？その答えは、それは下にある地獄から来た、というものです。それは御父の愛と、この愛によって彼が置かれた地位のためです。これをたんなる事実の記述とは思わないでください。これがまさにキリストとの私たちの合一の核心にあります。「父がわたしを愛されたように、わたしもあなたたちを愛しました」。キリストとの合一が何を招くのかがわかります。これを述べるのは、「この人は多くのデータや事項を伝えているにすぎない」と思われないようにするためです。そうです、地獄はこの問題を気にしています。それはとても意義深いです。キリストの権益の前進を目的とするものはみな、それが何だろうと、直ちに邪悪な嫉妬、疑い、憎しみ、偏見、そしてもし可能であれば殺害の対象になります。この反対は、人々に関するかぎり、何の理由もなく生じます。取り調べや調査をするまでもなく生じます。それはたやすく、自動的に生じます。そして、それはきわめて理不尽で非合理的な姿勢で取り囲まれます。そうした姿勢の多くは公正な調査で崩れます。しかし、それは存在します。どうして人々はこの手のものに捕われてしまうのか、という疑問が依然として残ります。しかし、それがどこから来るのか、私たちはよく知っています。そして、それは御子に関する神のあらゆる活動に対する愛とは正反対のものなのです。


  



  （ｃ）御子が誉れを受けなければならないという御父の要求によって


  これは、第三に、御子が誉れを受けなければならないという御父の要求によって啓示されています。「これはわたしの愛する子である」という宣言が天から臨みました。「彼に聞きなさい」（マタ十七・五）。ここに御子の地位に対する御父の妬むほどの熱心さが見られます。御父は御子を素通りされませんし、熱心な使徒といえども御子に先立つことを許されません。私たちは「栄光と誉れを冠として与えられた」（ヘブ二・九）イエスを見ています。ペテロは変容に言及して、多くの年月が過ぎた後に、「彼が父なる神から誉れと栄光を受けられた時、厳かな栄光によって、『これはわたしの愛する子、彼をわたしは喜ぶ』という声が彼に発せられました」（二ペテ一・十七）と述べました。彼は御父から栄光をお受けになったのです。


  黙示録では、これが中央大広場で合唱されています。「ほふられた小羊は、力と富と知恵と勢力と尊貴と栄光と祝福とを受けるのにふさわしい」（黙五・十二）。御父は御子に誉れを授けておられます。私はヨハネによる福音書から引用しませんでした。なぜなら、御父が御子に誉れを授けておられることについて、御子ご自身が述べておられるからです。私たちはそれを受け入れますが、それを確証するものはもっとたくさんあります。彼の地位は御父の愛によります。それゆえ、御子が誉れを受けることを御父は要求されます。


  さて、これはとても実際的なことです。あなたはイエス・キリストを経ずに神に至ろうと思っているのでしょうか？御父の定めでは、すべてが御子と共にあります。さて、これは包括的であって、被造物全体を網羅します。彼の中で、彼を通して、彼に至るよう、万物は創造されました。それゆえ、被造物全体についての神の定めは御子と共にありました。すなわち、神は御子という根拠に基づいて、創造された万物に対応されるのです。さて、被造物がその最初の君主であるアダムを通して神の御子の諸々の王権を破り、それらを敵対者であるサタンに手渡した時、神はどうされたでしょう？パウロの素晴らしい言葉によると、神は直ちに、全被造物のまさに中心に、「失望」を書き込まれたのです。御子の嗣業に対する彼の妬むほどの情熱は、彼は御子の外側の敵や反逆に目を向けないことを意味しました。パウロは「被造物は虚無に服した」（ロマ八・二〇）と述べています。そしてその瞬間から、被造物の中心に失望があります。これは人にも言えます。人のいかなる達成、成功、偉業、発明にもかかわらず、最後の結末は失望です。私たちの周囲の被造物の中に魅力的な美点があったとしても、それはそこそこ進んだ後、色あせて死んでしまいます。すべてが死と腐敗に服しています。これは失望です。定めは破られました。栄光、豊かさ、究極的完成は、御子に対して定められました。御子の外側では、そのように定められておらず、すべてが失望です。そうではないでしょうか？どうして人々にはこれがわからないのでしょう？他のだれも知らなくても、私たちクリスチャンは知っています。しかし、神はほむべきかな、私たちは神の定めに戻って、この失望は一掃されました。神は私たちのもとに、御子における定めに、キリストとの合一に戻って来てくださいました。


  この合一は表向きのものや、法的・形式的なものではありません。それは愛情深いものです。ここでの支配的要素は義務ではありません。愛は決して義務にとどまることなく、常に究極的可能性へと進んで行きます。キリストとの合一は、神の愛の中心であるため、そのような性格を帯びています。もちろん、あなたはこれらすべてについて静かな黙想をかなりしなければなりませんし、私たちがキリストに関して述べていることをすべてクリスチャン生活と関係づけなければなりません。「彼の愛する御子の王国の中に移してくださいました」（コロ一・十三）。この側面――「彼の愛する御子」――だけでも驚くほど素晴らしいですし、豊かです。キリストとの合一は私たちをこの立場に、この領域の中に移します。ああ、神の愛は神がご覧になる善や悪の程度に応じて等級付けされてはいないのですから、この愛を等級付けして考えないようにしましょう。あなたや私に対する彼の愛は、彼が御子に対して抱いておられる愛です。これがその啓示です。キリストに結ばれることは、御父の愛子である彼が御父に対して持っておられる関係の広大さの中に包まれることです。いま述べた、「彼が御父に対して持っておられる関係の広大さ」とは、まさに神である彼についての話ではなく、人である彼、御子イエス・キリストである彼についての話です。


  三．キリストの偉大さは霊的・道徳的なものである


  「道徳的」というこの言葉をあなたは好まないかもしれませんが、私はこの言葉を特別な限定的意味で使っています。「霊的」という言葉は、神の方に目を向けて、御父との彼の合一について伝えます。「道徳的」という言葉は堕落の後に出てくる言葉で、堕落した人類に由来する事物の体系全体――道徳――と関連しています。ですから、私たちが道徳について述べる時、それは上ではなく下に触れるもの、神ではなく悪と関係あるものを意味します。ですから、キリストの偉大さが霊的なのは、御父と共にある彼の生活という理由によります。彼の偉大さが道徳的なのは、堕落した性質とその意義全般という下の領域からのものから完全に分離しているという理由によります。霊的そして道徳的という言葉を現時点で使う時、私が言わんとしているのはこれに尽きます。四福音書を読むと、これがすべての背景であることがわかります。この問題の根底には常にこの二つがあります。おそらく、先に進むにつれて、これについてさらに見ることになるでしょう。


  しかし、あなたに思い出していただきたいのですが、全旧約聖書は来るべき聖なる御方、義なる御方、義なる僕の観念の上に構成されています。「あなたはあなたの聖なる者に腐敗を見させられないからです」（詩十六・十）。この御言葉が詩篇にあり、ご存じのように、ペテロがペンテコステの日にキリストに関して引用しました。「あなたの聖なる者」。この御方は、霊の領域ではこの称号によって認知されたのです。


  悪鬼どもは彼のことを受肉前から知っていました。「私はあなたが誰か知っています。神の聖なる者です」（マコ一・二四）。これはあなたを旧約聖書の遥か昔に連れ戻します。一人の預言者から「義なる者」という句をパウロは引用します。いわゆる堕落を通して罪が侵入した最初の時から、聖なる者、義なる者の探求がなされてきました。義なる人はどこに見いだされるのでしょう？もし彼を見いだせるなら、彼はすべての問題に対する答えです。この義なる御方の無数の絵図が私たちに与えられています。アベルは義であるとの証しを得ました。その信仰のゆえに、アブラハムは義と称されました。ノアは義の宣教者でした。聖書を知っているあなたなら、これ以上私の後を追う必要はありません。義なる御方についてのこれらの絵図がたくさんあります。しかしこれらすべての絵図には失敗もありました。そのため、完全に義なる御方を求めるこの探求は依然として答えを得ておらず、かなえられていません。依然としてこの義なる御方、この聖なる御方を求める叫びとため息と共に旧約聖書は閉じます。被造物は宙に浮いたままです。人々は依然として輝かしい御旨の実現を待ち望んでいます。ある本質的状態の上に、人の中の内的状態の上に、運命がかかっていました。儀式的状態ではなく内的状態にかかっていました。すなわち、内的な義と聖さの状態にかかっていたのです。この状態が人の内に見いだされるまで、すべてが宙に浮いていました。ある状態がなければ、この偉大な素晴らしい御旨・運命は実現不可能でした。この点に集中して、これについてよく考えてください。神は最善を尽くして人々を助け、励まし、そこにもたらそうとされました。しかし、慎んで述べさせてもらうと、神の御旨は挫折したという感覚があります。神が主権的行為により人々を切り抜けさせて栄光にもたらすことを、状況は許しませんでした。神はそうできませんでした。すべてが内なる状態にかかっていました。ある内的状態がなければ、神の御旨の実現・成就は不可能であり、御旨達成の可能性はありませんでした。神は儀式的状態によって彼らをできるだけ連れて行かれましたが、それがどのように失敗したのかを私たちは知っています。正反対な内的状態は儀式の手には到底負えませんでした。秘跡はこれを達成しません。義の内的状態がなければなりません。


  ああ、神はほむべきかな、キリストの内的状態はすべてを可能にする状態でした。そうです、キリストの卓越性は彼の内的状態であって、彼の法的身分や公的地位ではありませんでした。常にこれを覚えておいてください。彼は儀式、秘跡、祭儀、規則、挫折したあの体系をすべて遥かに超えて行かれました。彼は内的な在り方のゆえに、それをすべて凌駕されました。これが彼の卓越性です。


  



  （ａ）天はこれを知っている


  天はこれを知っています。そして、これが彼が聖霊で油塗られた理由です。なぜなら、旧約聖書には数々の油塗りがある一方で、それらは部分的・一時的なものであり、何の豊かさもなく、何の永続性もなかったからです。それらは一時的な目的を果たすためのものでした。彼は豊かに、また決定的に、神から油塗られました。彼は永久に油塗られた者であり、神は彼に御霊をかぎりなく与えられました。しばしば述べてきたように、油を塗ることは神がご自身をお委ねになることの象徴にほかなりません。神はご自身の諸々の要求にそぐわない状況にそのようにご自身をお委ねになる、とあなたは思うでしょうか？天は彼について、「あなたはわたしの愛する子、あなたをわたしは喜ぶ」と証言しました。


  彼は試みを通って勝利されました。彼の内側の状態は、あの悪しき者自身の汚れた手により、あらゆる形・種類の試みにさらされました。そして、霊的に汚そうとするあらゆる試み、すなわち、彼ご自身と神との間に何かを介入させて、この関係と交わり、そして神と共なる清い聖なる真実な歩みを損なおうとするあらゆる試みに対して、彼は勝利されました。彼は勝利して優位に立ち、呪われた地と接触させて神の祝福の圏外にあるものとのつながりを生じさせようとするあらゆる試みに対して勝利しました。これが彼の卓越性です。それは内的です。天はこれを知っています。


  



  （ｂ）人はこれを感じている


  人はこれを感じています。それでもやはり、それが意味することを皆が知っています。何らかの形でイエス・キリストに関して言及される時、人の内にある本能が湧き起こります。それは冷やかしや「すました優等生」といった批判から公然たる敵意に至るまで様々です。そして、それは人の良心に触れたからです。この御方の前では人は居心地が悪く、場違いに感じるのです。自分の存在には何か悪いものがある、と感じるのです。あなたはそれをご存じです。一言も発しなくても、もしキリストがあなたの中におられるなら、あなたはマークされます。人はこの霊的・道徳的卓越性を感じ、そして不快に思います。人はキリストの偉大さを感じています。そして、彼の御前では自分が哀れで惨めな卑しい者であることを感じて、居心地が悪く感じるのです。


  



  （ｃ）地獄は堕落させようとする試みによってそれを証明する


  地獄はこれを証明します。さんざん述べてきましたが――地獄は堕落させようとする試みによってそれを証明します。キリストは目標であり、万物の相続者です。そして、この嗣業は神の御子のかたちに同形化されて聖なる不朽のものにならなければなりません。したがって、彼からその嗣業を騙し取り、神の御旨を打ち倒す唯一の方法、神の御子の道を回避する唯一の方法は、何らかの方法で堕落させることです。これはこれまでずっとそうでした。多くのことが心に思い浮かびます。


  彼の偉大さは次のことから明らかである


  （ａ）彼が神を満足させたこと


  彼の偉大さは彼が神を満足させたことから明らかです。これは言うまでもありません。神は無限に聖なる方であり、御子をご自身の喜ぶ者として、ご自身の喜ぶいけにえをささげる者として証言されました。そしてそれによって、彼に関する完全な満足を表明しておられます。数々の絵図や型や象徴によると、キリストに属するあらゆるものに対する判決は、神は満足しておられるということです。彼の偉大さは彼が神を満足させたことから明らかです。


  



  （ｂ）彼の贖いの御業


  これは彼の贖いの御業から明らかです。なぜなら、罪人は罪人を救えないからです。自分自身の生活と経験の水準を超えて、だれかに益を及ぼすことはできません。キリストが徹底的・決定的・究極的な贖いと救いを達成するには、彼は徹底的かつ完全に罪なき者でなければなりません。彼の贖いはそれに基づきます。


  



  （ｃ）御霊の働き


  また、これは御霊の働きから明らかです。これが意味するのは、第一に、御霊はイエスの霊であるということであり、第二に、彼は聖霊であるということです。これによって、すべては言わば試されます。キリストの偉大さは教理や、何らかの事実の宣言ではありません。それはあらゆる方面から実際的に検証されます。さてそれでは、聖霊の御前で既知の罪を抱えたまま逃げようとしてみてください。そして、前進できるかどうか見てください。聖霊が指摘しておられるものを対処せずに霊の命を成長させようとしてみてください。そして、どれくらい遠くまで行けるのか見てください。これが証拠です。神のあらゆる御旨の頂点は内住する聖霊の賜物であり、聖霊の働きはすべてイエス・キリストの絶対的偉大さと栄光に基づきます。彼はごく小さな点に至るまで働かれます。それはキリストにしたがっているでしょうか？それはキリストに栄光を帰しているでしょうか？それはキリストを反映しているでしょうか？聖霊が「これはキリストに反しています」と仰せられたのに、私たちがそれに対して目を閉ざし、それを無視し、反逆的であるなら、霊の命は直ちに阻まれ、たとえ次の半世紀生きたとしても、それ以上前進できなくなります。聖霊はキリストのために妬むほど熱心です。結局のところ、クリスチャン生活とは何でしょう？それは一組の教理に同調することや、一組の規則に従うことではありません。キリスト教はキリストであり、それ以外の何ものでもありません。聖霊は私たちをこの状態に保たれます。ですから、すべてが試されます。これまで述べてきたことをみな、聖霊は実際問題とされます。


  さしあたってこれについてはここまでにしなければなりませんが、あなたは今やキリストとの合一の意味を垣間見ているのではないでしょうか？ああ、神はほむべきかな、キリストとの合一は、神は彼に完全に満足しておられること、そしてそれゆえ、彼の中にある私やあなたにも満足しておられることを意味します。あなたはこれを把握されたでしょうか？これはクリスチャン信仰の基礎の一つですが、私たちはそれをどれくらい長く把握してきたでしょうか？「自分たちは標準に達しないのではないだろうか」と私たちはあまりにも恐れています。あなたはただイエス・キリストを、あなたのすべての必要を満たす神への答えとして、信仰によってしっかりと握らなければなりません。そうするなら、聖霊はご自身の立場を獲得されます。大事なのはキリストです。私がいかなる者かではなく、彼がいかなる方かです。そして、これがすべての問題を網羅します。神は彼に満足しておられ、その結果は栄光です。「あなたたちの内におられるキリスト、栄光の望み」（コロ一・二七）。前進できることがわかります。彼が答えです。これはすべて神の恵み、素晴らしい恵み、無限で無代価の恵みによります。キリストとの合一はあらゆる問題に応じ、神を満足させ、私たちを栄光に導きます。


  



  第三章 キリストとの永遠の合一


  キリストとの合一についての黙想を再開することにします。これまでキリストご自身とキリストの意義に専念して、背景を整え、基礎を据え、キリストの偉大さと地位について多少なりとも理解することに努めてきたので、今や、彼との私たちの合一の意味について辿れるはずです。新約聖書はこの合一に関する様々な観念を私たちに与えていることがわかります。これらは言わば別々の合一ではありませんし、これらの合一に関して用いられている直喩は異なる人々の群れに当てはまるものでもありません。それらは一つの合一の諸々の面にすぎませんが、それぞれに独自の重要性と価値があります。


  
    １．永遠の合一


    エペ一・四、五、十一：ロマ八・二八～三〇：一ペテ一・一、二：ヨハ十七・六、十一


    （ａ）この事実はキリストの意義によって支配されている


    （ｂ）人の堕落に勝る


    （ｃ）人の贖いによって強化された


    聖霊は永遠の御旨の管理者である


    御霊は


    （ａ）永遠である


    （ｂ）御旨と関係している


    （ｃ）キリストとの絆である


    （ｄ）嗣業の保証である


    


    ２．創造的・種族的合一


    二コリ五・十七：エペ二・十、三・九：ガラ六・十五：一コリ十五・四五～四九


    （ａ）構成された


    （ｂ）条件を与えられた（試された）


    （ｃ）注意を受けた


    


    ３．夫婦の合一


    ロマ七・四：エペ五・二三、二五、二六～三二：黙十九・七、九：ヘブ二・十三


    （ａ）最初――法的


    （ｂ）最後――霊的


    （ｃ）天の家族によるキリストの正しさの証明


    


    ４．使命の合一


    マタ十六・十八：ヘブ三・六：エペ二・二一：一ペテ二・五


    神の家


    （ａ）建物


    （ｂ）家族


    （ｃ）宮


    （ｄ）執事


    （ｅ）秩序


    


    ５．機能の合一


    ロマ十二・四、五：一コリ十二・十二～二七：エペ一・二三、二・十六、四・四、十二、十六、二三、三〇：コロ一・十八等


    からだ：かしらと肢体たち


    （ａ）機能的な構成と定め


    （ｂ）機能的関連性：相関性と相互依存


    （ｃ）機能的責任


    （ｄ）包括的機能　キリストというパースンを表現すること


    


    ６．命の有機的合一


    一ヨハ二・二九等：ヨハ一・十三、三・三、ヨハ十五：一ペテ二・二：エペ四・十五


    誕生と成長


    （ａ）生まれる


    （ｂ）誕生


    （ｃ）成長


    　１）分与されたキリスト


    　２）吸収されたキリスト


    　３）キリストを知る


    


    ７．究極的に完成された合一


    ロマ八・十七、十九～二一：二テサ一・十：黙二一・十一


    （ａ）子らの霊的顕現


    （ｂ）体の変容


    （ｃ）団体的表現
  


  そこでキリストとの永遠の合一から始めることにします。


  一．キリストとの永遠の合一


  まず初めにエペソ人への手紙の一章を見ることにしましょう。


  
    「世の基が置かれる前から、彼の中で私たちを選び」（四節）


    「みこころの大いなる喜びにしたがって、イエス・キリストを通して、私たちを子たる身分へと、彼ご自身へとあらかじめ定められました。」（五節）


    「その方の中で、私たちもまた嗣業として定められ」（十一節）
  


  いつ私たちは嗣業として定められたのか？という問いには以下の御言葉を見てください。


  
    「みこころの熟慮にしたがってすべての事柄を行う方の御旨にしたがって、あらかじめ定められました。」（十一節）


    「御旨にしたがって召された者たちには（中略）なぜなら、彼はあらかじめ知っておられた者たちを、御子のかたちに同形化しようとあらかじめ定められたからです。」（ロマ八・二八～二九）。


    「父なる神の予知にしたがって（中略）選ばれた」（一ペテ一・一、二）


    「……あなたがわたしに与えてくださった人々（中略）彼らはあなたのものでしたが、あなたは彼らをわたしに与えてくださいました（中略）あなたがわたしに与えてくださったあなたの御名の中で、彼らを守ってください。」（ヨハ十七・六、十一）
  


  直ちに言わねばなりませんが、神学的議論や討論を始めるつもりはありません。この選び、予定、聖定の問題は、ほぼ完全に数々の教理学派の中に侵入し、代々にわたって教会を数々の党派に分けてきました。そして、それは依然としてほぼ学問的主題にとどまっており、討論、議論、知的争いの対象になっています。私たちとしては、そのようなことに加わる気はありません。そのようなことは無益でしょうし、私たちにとって無意味でしょう。この領域を行くつもりはありません。私たちは自分自身の霊的生活のために霊的に価値あるもの、実際に価値あるものを求めています。ですから、この問題を議論や論争の領域から引き出して、それをキリストの光の中で見るよう努めることにします。それは全くキリストによって支配されています。なぜなら、それはただキリストの中にのみ存在するからです。


  しかし、先に進む前に、これだけは言っておきたいと思います。この選びの問題は教会と関係しており、教会に限定されなければなりません。（私は教会を「選民」と呼ぶことを好みます。なぜなら、「教会」というこの言葉は聖職者階級的観念になっているからです。）選民は教会に属しており、教会は選民に属しています。また、その真の意味は、この経綸になって初めて明かされました。神の御言葉からわかることですが、以前の経綸はみな、この経綸を指し示し、それへと導き、それへと向かうものでした。まるで、それらの経綸の背後には、完全・完璧な経綸に到達するための推進力が働いていたかのようです。それらはみな部分的で不完全であり、満足できるものではありませんでした。どれもある点に達しただけで、その後は色あせていき、次の段階を待つことになりました。こうして段階は進み、別の段階へと進みましたが、依然として人々は待望し、希望し、期待しつつ、求めていました。その後、この時代・経綸が到来しました。それは新約聖書では「諸々の時代の満了の経綸」（エペ一・十）と称されています。このささやかな句は実に意義深いです。諸々の時代は満了します。諸々の時代はすべて満了します。完全性と終局性に欠けるこれらの時代はみな、この時代によって満たされます。この時代は、これらの時代に欠けていて必要としていたものを与えます。これは諸々の時代の満了つまり完成の経綸です。今は使徒が「諸々の時代の終わり」（一コリ十・十一）と称している時代です。


  さて、諸々の時代を直線ではなく一つの円のセグメントとして並べると助けになります。もし直線状に並べる方針を取るなら、未完の最後が次々とたくさん並ぶことになりますが、諸々の時代を一つの円の中に並べるなら、それらがみな一点で会することがわかります。諸時代は未完結ではなく、一点で成就されます。諸時代はみな一つの中心の周りに集まってそこで会します――その中心とは諸時代がすべて会する時代です。「諸々の時代の終わりに臨んでいる私たち」。これは過去の諸時代について述べているだけではありません。未来の諸時代についても述べています。なぜなら、未来の諸時代はこの時代にあずかり、この時代から自らの特徴を得、この時代から自らの意義を得るからです。そのため、過去と未来の諸時代はこの経綸を中心としています。そしてこの経綸が完全に始まった時――というのは、この経綸はキリストが肉体を取って来られたことによって始まったものの、この時代はペンテコステの日が来るまでは完全ではなかったからです――ペンテコステの日に、天も、聖霊も、神聖なすべての御旨も、もはや待ちきれなくなったかに思われます。そして印――キリストが天で威光ある方の右に座られた印――が得られるやいなや、この印が得られるやいなや、まるでそれがすべて殺到して、この素晴らしい到来感・到達感を生じさせたかのようでした。「さてペンテコステの日が満ちた時」という句には多くの内容があります。おそらくそれには、この日時に至った、という以上の意味があります。まるで万物がこれを待望し、探し求め、これを求めて宙に浮いたまま息をひそめていたかのようでした。その日とその日の到来は実に豊かなものだったので、すべての時代に向かって前にも後ろにも溢れ流れました――満ち満ちた意義が過去に向かって、満ち満ちた特徴が未来に向かって溢れ流れました。それは過去の永遠に達し、未来の代々の時代へと至りました。ユダヤ人の経綸における五十年目・五十日目の意義を、この「ペンテコステの日」は遥かに上回っていました。


  ペンテコステの日に何が起きたのでしょう？教会が誕生したのです。教会の時代が完全に始まったのです。この教会、この奥義は「諸々の時代や世代にわたって隠されていたが、今や現わされた」と使徒ははっきりと述べています。この奥義は「各時代にわたって神の中に隠されてきた奥義の経綸の何たるかを、すべての人が見るようになるため」（コロ一・二六、エペ三・九）です。この諸々の時代の核心、この宇宙の核心はこの「選民」であることがわかります。


  （ａ）この事実はキリストの意義によって支配されている


  では、なぜこれがそんなにも重要なのでしょう？これは一体なぜでしょう？なぜこの時代はこれほど大いなる時代であり、なぜこの時代に天の豊かさが注ぎ出されたのでしょう？ペンテコステの日とそれ以降のこの興奮――もしそう呼んでもかまわなければ――はいったいどうしてでしょう？これはまさに私たちの黙想全体の要かなめです。それはすべてキリストの意義によって支配されています。キリストは神の御子であり、「全被造物の長子」（コロ一・十五）、神の長子と呼ばれています。そして、神聖な啓示のどの箇所でも、この名称は相続人を意味します。彼は「万物の相続人」（ヘブ一・二）です。彼は嗣業を得なければなりません。もし嗣業がなければ、長子の観念は無意味です。それがまさに意味するのは、彼は嗣業を得なければならないということです。「その方の中で、私たちも嗣業とされました」（エペ一・十一）。「も」とは何でしょう？文脈を見てください。「すべてのものをキリストの中に集約するため（中略）その方の中で、私たちも嗣業とされました」。「私たち」――「私たち」とは誰のことでしょう？教会です。教会は、この一連の黙想で前に述べてきた神の御子の巨大な嗣業の一部であり、その中心部です。教会は、神の御子の嗣業を成すこれらすべての事柄の主要部であり、最も重要な部分です。「その方の中で、私たちも嗣業とされました」。まさにそうでした。神は御子のために嗣業を決定されました。神はこの嗣業が何かご存じでした――私たちは最終的にこれを神に渡すことになります。たとえ地上の父親であっても、息子に嗣業を与えることを意図し、決定したのであれば、その嗣業がどのようなものになるのか、ある程度は見当がついているはずです。そして、それを運任せには決してしないでしょう。それを確保して、持つべき嗣業を手配するでしょう。だから、神は御子イエス・キリストを通して、また彼のために、万物を創造されたのです。神は御子を万物の基準線とされました。つまり、全嗣業は御子を基準線としており、御子の周りを巡っているのです。神は「キリストの中」をその領域とされました。


  さて、これはとても重要です。なぜなら、これは包括的真理を述べたものであるだけでなく、排他的真理を述べたものでもあるからです。聖書、新約聖書が全く明らかにしているように、キリストの中にないもの、そしてキリストの中にない者たちが存在します。この「キリストの中に」は実に排他的です。この句についてこれまでさんざんもてあそばれてきました。「アダムの中ですべての人が死ぬように、キリストの中ですべての人が生かされます」（一コリ十五・二二）という御言葉が、あまりにも包括的に解釈されてきました。キリストの中ではあなたは生かされます。キリストの外ではあなたは生かされません。「御子を持つ者は命を持ちます。神の御子を持たない者は命を持ちません」（一ヨハ五・十二）。「永遠の命とは、唯一真の神であるあなたと、あなたが遣わされたイエス・キリストを知ることです」（ヨハ十七・三）。「キリストの中に」は包括的嗣業であるだけでなく、排他的領域でもあります。


  次に、神は御子のために嗣業を選び、定め、創造し、それを御子に与えることを決定されたとするなら、神は神であるがゆえに「キリストの中にある」人々を予見しておられたことにもなります。私がこの議論の側面を展開するのはここまでにします。


  もちろん、「どうやって知るのか？」という疑問が常に押し寄せて付きまといます。ここで私たちは――望むなら――たんなる教理的議論の領域の外に移ることになります。これに関する討論、議論、分析等は、その大半が人の飽くことなき好奇心か計り知れない高ぶりのせいです――人にわからないものは神にもわからないとする人のあの性質のせいです。人に説明不可能なことは、神にもわかってはならないし、行ってもならないというのです。さて、神の解き明かしは常に実際的です。決して理論的でも知的でもありません。常に実際的であり、常に霊的です。これを理解する時、墓に行くまで理性や知性の線に沿ってこの問題について討論・議論・論争し尽くしたとしても、最終的に全く決着がつかないのはなぜなのかがわかるようになります。その理由は、よくご存じのように、神にはご自身を知的に解き明かすつもりが全くないことです。


  それでも、この問題や疑問すべてに対して、知的答えよりも完全かつ絶対的な輝かしい答えがあります。あなたが心の平安、安息、確信、満足に達する時、それは他のどの根拠にも優ります。ある人はこの予定と選びの問題全体について次のように述べました。あなたがある扉――その扉とはキリストです――にやって来たとしましょう。その扉の表側には「だれでも来る者は」と記されていますが、その扉を通り抜けてその扉の裏側・内側を見ると、「世の基が据えられる前から彼の中で選ばれていた」（エペ一・四）という文字が見えるというのです。選びの現実を発見するのは内側であって、決して外側ではありません。「私は選ばれているのだろうか？」という疑問に、外側では決して答えは与えられません。あなたは自分の疑問をすべて捨て去って、主イエスのもとに来なければなりません。その答えは経験的なものであり、霊的なものです。その時、疑問は消滅します。消え去ります。すぐにこの問題に戻ることにします。これまで述べてきたように、永遠の合一という事実は、キリストの意義によって、彼が御子として相続されるものによって、支配されています。


  （ｂ）人の堕落に勝る


  永遠の合一は人の堕落・反逆に勝ります。人の堕落は御子に関する神の御旨を無効化しません。人の堕落は神の敗北を意味しません――決して意味しません。神ご自身の側としては、神は傷つき、悲しみ、悲嘆し、新たな状況に巻き込まれたことが啓示されていますが、それにもかかわらず、主権者たる神は平穏に進み続けます。人は反逆し、堕落しました。それによって神の御旨に変化はありません。少しも変化はありません。神は天の路線を静かに進み続け、人を信仰を通して再び天の路線に引き上げ始められます。人々が信仰を通して天の路線に再び引き上げられて戻されること――これが旧約聖書の物語です。


  信仰には一つの機能があります。信仰の機能は廃墟の中から、損なわれた人類の中から、損なわれた世界から引き上げることです――時間の中から引き上げて永遠にもたらすことです。私たちをこの地上から、自分自身と自分の在り方と自分が巻き込まれているものとから引き上げて、天の水準にもたらすことです。旧約聖書は最初から最後までこれが信仰の機能であることを示しています。信仰を行使するよう神が要求された時は常に、それによって人は自分のいたところから連れ出されて天の神との合一にもたらされました。アブラハムや天的な民であるイスラエルがそうでした。イスラエルのすべての人の衣服の裾に付いていた青色は、その人がこの下界には属さないこと、上なる天に属すことを物語っていました。その人は信仰によって歩いていたのです。信仰の一つの機能は天的立場を取り戻すことです。これには、もちろん、多くの面や適用がありますが、どうかこれを覚えておいてください。信仰が試みられる時は常に、これがその結果なのです。私は自分自身の中にとどまるつもりでしょうか、それとも神の中にとどまるつもりでしょうか？この世の中にとどまるつもりでしょうか、それとも天の中にとどまるつもりでしょうか？これは常に、小さな点に至るまで、信仰の問題です。経綸が違っても、信仰の働きの形が違うだけです。信仰はどの経綸も同じです。信仰の働きの形は経綸毎に違いますが、信仰は同じであり、永遠であり、経綸はありません。信仰はすべての経綸の上にありますが、それらをすべて包含しています。


  これが何を意味するかわかるでしょう。信仰はどの経綸でも天的な民を造るのです。歴史全体を通して、信仰にはこの同じ効果がありました。天からではないもの、神からではないものの中に落ち込むことに対して、信仰は反撃します。信仰はそれに反撃し、反論し、否定し、それに対抗して働きます。信仰はあなたを堕落前に直ちに連れ戻します。信仰は人の反逆、人の堕落を超越します。これがローマ書一章におけるパウロの議論です。信仰はあなたをいずこかに連れ戻します。それは義認と呼ばれています。それはあなたを正しくし、あなたのために又あなたに対してすべてを正します。そして、それはまるで一度も堕落したことがないかのように、あなたを「キリストの中」に置きます。信仰はそれらすべてに反撃します。人が堕落して罪を犯すやいなや、信仰の秩序が始まりました。信仰によってアベル、エノク、ノア、アブラハム、イサク、ヤコブ、他の人々はみな、天的な人々になりました。神はそのように反応されました。ですから今や、この永遠の合一は、信仰を通して堕落を超越します。


  （ｃ）人の贖いによって強化された


  永遠の合一は人の贖いによって強化されます。人が堕落した時、神は敗北されたわけではありませんでした。それにより神はただ、すでに考案していた保全措置・計画を発動されたにすぎませんでした。この点に関して、誤った教えを擁護しようとして酷いことが述べられてきました。堕落は神の御旨だった、と独断的に述べられるのを私は聞いたことがあります。神の御旨は恵みを示すために人が堕落することだったというのです。人は堕落しなければならなかったこと、神の計画によると恵みが示されるために人はそうすべきだったことを受け入れられるなら――それでよければ受け入れてください。私には受け入れられません。私の見解は、堕落は決して神の御旨でもみこころでもなかったというものです。むしろ逆だったでしょう。しかし、神は堕落を予見してそれに備えておられました。そして堕落が起きた時、神は贖いという保全措置を発動されました。その措置は神がすでに考案しておられたものであり、世の基が据えられる前からほふられていた小羊でした――神はこれを発動されたのです。


  緊急時に人のより優れた資質が現れるのと同じです。緊急時に、人々の資質がどのようなものなのかがわかります。そして時として、緊急事態によって思いがけないことが明らかになります。人の領域でこれがそうであるように、神の領域ではなおさらです。この緊急事態により、神のとても素晴らしい何かが現わされました。恵みが現わされて、その時から二つの言葉が結び合わされました。その前は「主権」という一つの言葉だけでした。堕落後は「主権的恵み」になりました。それは恵みを通して働く主権であり、主権の召し使いである恵みです。堕落は神の御旨ではありませんでした。少なくとも、私はそう確信しています。しかし、神は常に緊急時にますます気高くなられますし、これまでずっとそうでした。私たちはこれを見いだしました。神の卓越性が私たちの緊急時に表されます。堕落に関してはそうでした。恵みが明らかになったのです。


  おそらく、あなたはまだ議論の領域に入りたがっているかもしれません。もし人が堕落していなければ、私たちが何を失っていたはずなのかを見てください。私たちには恵みの気高さが決してわからなかったでしょう。あなたはこれにどう答えるつもりでしょう？一時の間、人の家族を見ることにしましょう。ここに父親と幼子がいます。父親に対する子供の愛を引き出すために、父親の愛による素晴らしい、恵み深い賜物と贈物を与え尽くす必要があるでしょうか？全くありません。幼子は父親を愛します。そして、理想的な場合、父親がその愛を勝ち取るためにあらゆる種類の恵みを施すまでもなく、幼子は父親を愛します。幼子が父親を愛するのは、真に父親を愛しているからです。父親にとってこれに優るものはありません。これを神とその子らの領域に当てはめてみてください。もし私たちが前進し続けていれば、もし堕落が起きていなければ、私たちは全き愛と献身的愛情の中を進み続けていたでしょう。それが御父の望みでした――よく聞いてください、神は常に私たちを、自分のための御業のゆえにではなく、ただご自身のゆえに、神を愛するあの水準に至らせようとしておられます。これは最高の愛です。私たちはそこに到達していませんが、これが神が求めておられることです。この問題については十分述べたでしょうか？急いで終えなければなりません。


  聖霊は永遠の御旨の管理者である


  聖霊は永遠です。聖霊は御旨と関係しています。聖霊はキリストとの絆です。聖霊は嗣業の保証です。つまり、聖霊を受ける時、私たちは直ちにキリストに結合されます。したがって、キリストに関する神の御旨に直ちに結合されます。ですから、私たちは永遠とつながっており、時間を後にしたのです。これは実に見事な論法ではないでしょうか？私たちは永遠とつながっています、なぜなら聖霊は永遠だからです。聖霊が来臨したのは、私たちの地上生涯のしばしのあいだ私たちと共に地上にとどまるためではありません。聖霊は一晩泊まって出て行く一時の客ではありません。聖霊の内なる臨在は、直ちに私たちを永遠に結び付けます。そしてこの永遠の中で、私たちを御子に関する神の永遠の御旨に結び付けます。そしてこの御旨の中で、私たちをすべてを支配する御子ご自身に結び付けます。そして御霊を受ける時、私たちはキリストの嗣業の保証、証拠、保証を受けます。これは素晴らしいです。これまで述べて来たこの点に私たちは立ち返ります。私たちは内住の御霊により、キリストのものとして、キリストに属するものとして確保されています。また、キリストは私たちのために永遠に確保されています。御霊は嗣業の保証です。これは選びに関するすべての問いに対する、神の感動的な答えです。あなたは御霊を受けたでしょうか？もし受けていないなら、どんな問いにも答えられないでしょう。もし受けているなら、すべての問いに対する答えをあなたは持ちます。特にこの問いに対する答えを持ちます。キリストとの合一は私たちのすべての問いに対する答えです。


  キリストとの合一は一つの転機、一つの明確な行為であり、直ちに一つの感覚を生じさせます――これがすべてに対する答えです。私の疑問はすべて、私の頭ではなく心の中で答えを与えられます。納得・把握・理解しようと努めてきたすべての事柄に対して、内側で答えを得ます。そういうものです。しかし、注意してください。聖霊を受けることによって、「御霊ご自身、私たちの霊と共に、私たちが神の子であることを証ししてくださいます。もし子であるなら、神の相続人であり、キリストと共同の相続人です」（ロマ八・十六、十七）という結果が直ちに生じますが、他方、キリストとの合一によるクリスチャン生活の開始時にこれがそうである一方で、注意してください、御霊の中にある御霊と共なる生活は選びを証明する一つの絶え間ない過程・継続なのです。


  おそらく、あなたはこれまでそう思っていなかったでしょう。真に聖霊と共に歩むとき、聖霊は私たちが考えたり意図したりしていなかった事柄の中に自分を導いておられることに気づきます――しかし、聖霊がそうされる時、私たちはこう言わざるをえません、「これは今しがた生じたものではなく、神が仕組まれたことです。私はいまある計画の中に入ろうとしています。主はその計画の全容を私に示してはおられませんが、この計画が一つ一つ進んでいきます」。これが使徒行伝の物語ではないでしょうか？聖霊には一つの計画があります。聖霊はそれを啓示しておられませんが、人々が御霊の中で行動するとき、すべてはなんと一枚のモザイク画のようであることか。なんと素晴らしいことか！これは永遠の過去から定められていました。それを避けることはできません。神はそれに向かって働いておられ、私たちをそれに向けて保っておられます。「私たちは神の傑作であり、諸々の良い働きのために、キリスト・イエスの中で創造されました。神は、私たちが諸々の良い働きの中を歩むように、それらをあらかじめ備えてくださったのです」（エペ二・十）。


  あなたの人生を振り返ってみてください。この働きにおける自分の役割に関して、あなたは様々な形で失望しているかもしれません。自分の側でしでかした多くのつまずき、不注意、間違いを見ることができるかもしれません。「自分はこの仕事に向いていない、神は間違いを犯されたのだ」と時々感じてきたかもしれません。私たちの何人かはそう感じてきました。しかし、私たちに対する神の諸々の道をさらに深く覗き込んで、神の諸々の原則を見る時、そのすべての中に素晴らしい必然性があることがわかります。あなたも私もある事柄のために召され、ある事柄のために神によって捕らえられ、神によってある事柄の中に加えられました。私たちは「神は間違いを犯されました。私はこれに向いていません。この中に加わるべきではありませんでした。私にはこのための資格がありません。私は全く場違いです！」と感じます。しかしそれでも、何らかの方法で神はそうなさいます。神はあなたを力づけ、最後まで持ちこたえさせ、その働きを完成させられます。これにあなたは驚き、不思議がります。あなたが聖霊を握る時、それはなされます――つまり、もしあなたが自分自身の中に沈み込んで、自分の有り様のゆえに諦めて引き下がらなければです――しかし、聖霊を握るなら、あなたは切り抜けます。そして、自分が切り抜けたこと、主があなたを通して、私を通してこれをなさったことに、あなたは驚きます。


  これは神の諸原則に大いに適っており、何の矛盾もありません。それは神の奥深い諸原則に全く適っています。いかなる肉も神の御前で誇ることはできません。それはすべて神に帰します。神は――よく注意してください――「この世の愚かな者（中略）弱い者（中略）無に等しい者」（一コリ一・二七、二八）を選ばれたのです。「神は選ばれた」という同じ言葉が使われています。これは全く首尾一貫しています。


  確かに、神の道は見いだしがたいです。「神は神秘的な方法で活動し、不思議なわざを行われる」。しかし、諸原則に関して神は首尾一貫しておられます。御霊の中にある生活は、神は計画を行われつつあることを確証し続けます。ただ反逆、頑固さ、自惚れ、あらゆる種類の自己の命によってのみ、妨げられ、阻まれます。しかし御霊の中にある生活は、あなたがある事柄のために選ばれたことを絶えず示し続けます。神はあなたのことをたんなるその場しのぎで扱っておられるのではありません。完全に計画されているのです。諸々の良い働きがあらかじめ定められています。「私たちがそれらの中を歩むよう、あらかじめ備えられていた」のです。御霊の中を歩んでいるなら、あらかじめ備えられていた働きの中を歩んでいます。私たちがそれを理解していてもいなくても、それは事実です。しかし、それは明らかになります。見事に明らかになります。そして私たちはへりくだって、「主よ、異議を唱えたことをお赦しください。この問題について議論したことをお赦しください。自分の知性を高く上げたこと、これに関するあなたに逆らう思いをお赦しください。主よ、あなたは素晴らしいです」と言うことになります。そして、私たちは礼拝します。これが選びの証拠です。これより望ましい証拠はありません。それはすべてキリストの中にあり、聖霊によります。


  



  第四章 創造的・種族的合一


  



  「もしだれでもキリストの中にあるなら、その人は新創造です。」（二コリ五・十七、改訂訳欄外）（この訳に注意してください。欽定訳を修正・改善しています。）


  「なぜなら、私たちは神の傑作であり、諸々の良い働きのためにキリスト・イエスの中で創造されたからです。神は、私たちが諸々の良い働きの中を歩むように、それらをあらかじめ備えてくださったのです。」（エペ二・十）


  「万物を創造された神の中に、世々隠されてきた奥義の経綸の何たるかを、すべての人に見せるためです。」（エペ三・九）


  「割礼も無割礼も重要ではありません。重要なのは新創造です。」（ガラ六・十五、改訂訳欄外）


  「そこでまた、『最初のアダムは生ける魂となった』と書かれていますが、最後のアダムは命を与える霊となりました。しかし、霊のものが最初ではなく、天然のものが最初であり、それから霊のものです。最初の人は地から出て地的であり、第二の人は天から出ています。地的な人に、地的である人々もまた同じであり、天的な人に天的な人々もまた同じです。そして、私たちは地的な人のかたちを帯びているのと同じように、天的な人のかたちをも帯びるようになります。」（欄外にある、最後の句の代訳に注意してください――「私たちもまた天的な人のかたちを帯びようではありませんか。」）（一コリ十五・四五～四九）


  



  キリストとの合一のこの一連の面について、私たちは自然の順序に従うことにします。つまり、天然のものが最初であり、次に霊のものです。私たちは天然のものの絵図や描写の道を通って、霊的意義に至ることにします。これが神の順序です。万物の機能は霊のものに導くことであることを、主は示しておられます。もちろん、この創造の問題では、私たちは特に人に目を留め続けることにします。私はできるだけ単純かつ実際的でありたいと思っており、それに怒る人はだれもいないだろうと確信しています。


  キリストとの創造的・種族的合一というこの問題を扱うにあたって、次のことを思い出してください。神は創造のための一つの模範を持っておられたのであり、一つの模範に向かって働かれました。全被造物のためのこの模範は一人の人であり、その人は創造された万物の原型である御子でした。もし人が反逆・堕落してこの計画されていた模範の道から逸れていなければ、遅かれ早かれ――それにどれくらいかかったのかは言えませんが――遅かれ早かれ、多分早々に、人はその次元に達していたでしょう。人は神の御子のかたちに同形化されていたでしょう。「型に同形化」されて、万物の原型たる方に達していたでしょう。しかし、人は反逆してその道から逸れました。人をその道に回復するために贖いが介入します。贖いの必要が生じる前からそうだったように、贖いにおいても、神の御子が模範です。


  さて、これはとても単純な声明であり、理解するのはとても容易です。少しもたいへんではありません。しかし、これにはそれ以上の内容があります。つまり、型、この原型が何かということです。もちろん、これは私たちには到底困難です。しかし、この当初の模範にしたがって被造物を完成させることは、全く神の霊の働きによるのです。


  さて、これをどう述べたら理解してもらえるでしょう？第一に、これをとても単純な形で述べることにしましょう。西洋世界から極東に初めて行ったとしましょう。それまで極東からの人に会ったことはなく、極東について読んだこともありません。突然――現代の交通機関と同じくらいの速さで――私たちの世界からその世界に連れて行かれたとします。私たちは最初からすべてを学び直さなければならないことに気づきます。私たちのやり方とは正反対の方法ですべてがなされています。考え方も全く正反対です。活動も私たちの素養や気質とは全く正反対です。精神性、行動、習慣、手順、基準、価値観など、すべてが完全に別世界で、自分がどこにいるのか本当にわからなくなります。すっかり途方に暮れてしまいます。立ち止まらなければなりません。その別世界を解してそれに順応・適応できる精神性を真に身につけるのに、半生か一生かかる人もいます。非の打ちどころなく、あらゆる面でこの人々の一人のようになれる人は、相当な才能のある人である、と言われています。多くの年月が過ぎた後でもそうなのです。


  しかし、これをさらに展開することができます。言うべきかどうか迷うのですが、昔、よく劇場に行った時期がありました――何年も前のことです！そこで「火星から来た男」という劇をやっていたのを思い出します。それはとてもユーモラスな劇で、それ以来、私はそれについて時々考えてきました。火星から一人の男が私たちの地球にやって来て、すべてを見て回ります。「これは何だろう？」「なぜそのようにするのか？」「私たちのやり方とは違っています」。そこで彼はすべてを見て回り、比較します。すべてがとても奇妙で、その大半はとても滑稽で、とても馬鹿げています。彼は行き巡って火星の流儀にしたがってすべてを正します。私が何を言わんとしているかおわかりでしょう。


  主イエス・キリストは、この世界にかつて存在したことのないような存在であり、人です。彼は、私たちの世界とは別の世界を個人的に体現しておられます。私たちがキリストの中に入る時、私たちは彼に属するすべてのものに対して全く不案内です。すべてを最初から学び直さなければなりません。私たちの考えはすべて間違っており、すべて的外れです。私たちの基準、観念、判断、計算、予想はすべて異なっています。そうです、構成が全く異なるのです。あらゆる点で彼は異なっておられます。そして、新創造もそうです。注意してください――「もしだれでもキリストの中にあるなら、その人は新創造です。古いものは過ぎ去って、見よ、新しくなりました。しかし、すべては神から出ています」。


  ですから、クリスチャンになることは、一組の教理・教え・理論・観念・実行・形式を受け入れることを遥かに超えたことです。それは新しい世界、見知らぬ遠い世界に入ることです。もともと私たちには、その世界のための能力は全くありません。その能力を与えてもらって、最初からすべてやり直し、新しい観念を学ばなければなりません。


  さて、これは簡単に聞こえるかもしれませんが、実行するのは簡単ではありません。毎日、私たちはこのことで何度もつまずきます。キリストは私たちを怒らせます――そして、私たちがどれほど彼を怒らせているのか、彼だけがご存じです。毎日、そんな具合です。造り変えられること――これがクリスチャン生活です。それはこの新創造、この種族的合一、第二のアダムではなく最後のアダムの中にこのように入ることから始まります。すべては彼によって成就されます。第三はなく、それ以上はありません。これが最後です。


  話しているうちに一つの伝説――いわゆる聖クリストファーの伝説――をふと思い出しました。クリストファーは肉体的にとても力が強く、自分よりも強くて自分を打ち負かせる人を生涯探していました――何としても自分より強い人を見つけようとしていました。自分より強い人のことを耳にし、出かけて行ってその人を見つけたのですが、大したことはありませんでした。しかし、その人は彼の探求に気づいて、「悪魔・サタンは自分よりも遥かに強い」と言いました。そこでクリストファーは出かけて行ってサタンを見つけ出し、サタンが自分よりも遥かに強いことを見いだしました。それで彼は自分を売り渡してサタンの僕になりました。彼はしばらくの間、遥かに強い主人であるサタンに忠実に仕えました。しかしそれは、だれかがイエス・キリストの御名を口にするまでのことでした――サタンは恐怖のあまり命がけで逃げ出してしまったのです。


  そこでクリストファーは言いました、「疑いなく、サタンよりも遥かに強い者がいるようだ。その人を見つけに行こう」。そこで彼はこの方、イエス・キリストを探しに出かけました。そして、彼は一人の隠者に出会い、自分が探している方のことを話しました。すると、隠者は言いました、「行って、この川の渡し守をし、人々とその荷を運んであげなさい。このような慎ましい仕事に身をささげるなら、あなたはイエス・キリストに出会うでしょう」。そこでクリストファーは川岸に行き、小さな小屋を建て、昼も夜も人々とその荷を運びました。平穏な時も嵐の時もそうしました。


  しばらくたった後、彼は一人の幼子、一人の少年の叫び声を聞きました。その小さな少年は川を渡りたがっていました。「よし」とクリストファーは言いました。「これなら船を出すまでもない」。そこで彼は少年を肩に乗せて川の中に踏み込みました。間もなく風が吹き始めて、川は氾濫寸前になりました――しかし、その他にも何かが起きつつありました。この少年が耐えられないほど重くなっていったのです。一歩ごとに少年は重くなっていき、ついに哀れなクリストファーは肩に乗っているこの少年の重さに負けてしまいました。そんなことは経験したことがありませんでした。「少年よ、お前は何者だ？」と彼は息を切らしつつ尋ねました。「お前は私を溺れさせようとしている！」。すると少年は言いました、「わたしはイエス・キリストです」。そこでクリストファーは言いました、「あなた様は私の御主人です！」。もちろん、伝説が告げるところによると、その少年は彼を父と子と聖霊の御名の中にバプテスマし、その時から彼はイエス・キリストの奴隷、聖クリストファーになりました。


  まあ、これは伝説ですが、私の狙いに役立つと思います。あなたはイエス・キリストを乗せて、自分が思う以上に乗せることになるかもしれません。あなたは軽々と彼を乗せるかもしれません。クリスチャン生活を軽々と送るかもしれません。それは児戯のようだと思うかもしれません。しかし、間もなく、自分の手に負えないものをあなたは抱え込みます。あなたは一つの宇宙を自分の肩に担い、イエス・キリストが内側に入ってくださらないかぎり、倒れてしまいます。要点がおわかりでしょう。ああ、確かに、決心カードに署名して「私はクリスチャンになります」と言い、何らかの感情の促しの下で行動し、自分をキリストのものと称するのはとても容易です。あなたはイエス・キリストを乗せますが、間もなく、自分には彼を運べず彼に自分を運んでもらわなければならないことに気づきます。彼は私たちにはあまりにも大きすぎます。これが私たちが日々経験していることです。彼は私たちにとってあまりにも大きな存在なので、私たちには支えが必要です。その支えとは、自分がキリストの中にあることを保証してくれるもの、つまり、「あなたたちの内におられるキリスト」です。


  しかし、まさにそのとおりです。キリストは被造物の型、絵図であるだけでなく――被造物の命です。被造物が彼を体現しているように、彼は被造物を体現しておられます。


  これを述べたので、今、次の表題の下で、創造的・種族的合一について考えることにしましょう。その表題とは、構成された、条件を与えられた、注意を受けた、です。


  （ａ）構成された


  型としてのアダムからその本体であるキリストに、そして次にキリストにある私たち自身に移ることにします。アダムは特に、神と関わる能力を持つ存在に構成されました。キリストにおける神との合一は霊的です。キリストにおける神との合一の媒体は人の霊です。人は霊を持つ存在に構成されました。なぜなら、神は霊であり、人の霊は神との合一と交わりを可能にするものだったからです。人の霊と父なる神とを御子にあってつなぐのは聖霊です。キリストとの合一は全く霊的な問題です。これが私たちが新しい霊的存在になった理由です。最後のアダムであるキリストにおいては、御父との合一と交わりは完全でしたが、これは彼の人霊のおかげでした――私がいま述べているのは受肉した彼のことです――彼が持っていた人霊と、聖霊とのつながりのおかげで、御父との彼の合一は完全でした。彼は御父との完全な一つの中で、生き、歩み、話し、行動し、命を放棄されました。すべてを彼は御父から受けました。彼は自分の命を放棄する権威さえも御父から得なければなりませんでした。この一つは完全でしたが、それは全く霊的でした。


  さて、私たちがキリストの中に、新創造の中に入るとき――私たちの人霊は生かされ、新しくされ、あるべき地位に回復されますし、私たちは自分の新しくされた霊とキリストとをつなぐ聖霊を受けます――神との関係が直ちに確立されます。神は遠い存在である、という感覚はすっかりなくなります。回心・再生の祝福の一つ、キリストの中に入って聖霊を受ける祝福の一つは、神は遠く離れた、縁遠い、近寄りがたい存在である、という感覚がすっかりなくなることです。神は近くに、とても近くにおられ、とても現実的です。合一が確立されたのです。


  そして次に、確立された霊的合一により、まさにこの構成要素――すなわち聖霊によって主につながれて新しくされた霊――が全く新しい世界の基礎になります。その世界とはキリストです。それは新しい世界、新しい創造、霊の世界、霊の宇宙であり、そこで私たちは学び直すことになります。幼少期からすべてを新しく学び直すことになります。これを認識しないなら、霊の命に大きな害が及びます。キリスト教はそのような体系、そのような道になってしまいました。「救われなさい、すぐに取りかかりなさい！」――これがキリスト教であり、私たちの用語の多くは地的体系の意味合いを帯びています。たとえば、「あなたのみこころが天で行われているように、地でも行われますように」という御言葉はやや典礼的になってしまっており、神のみこころを行う天的方法という意味が見失われています。聖霊は、もしご自身の道を進むなら、私たちに普通ならしないような行動をさせ、普通なら決して言わないようなことを言わせ、普通なら決して考えないようなことを考えさせるでしょう。まるで、全く別世界にいるようです――まさか自分がそのように話したり考えたりするとは、と時として私たちは驚きます。私たちはそのようなたちではありません。そうです、しかし私たちは最初から造り直されつつあります。キリスト・イエスにあるこの新創造は、別世界なのです。これ以上これについて述べる必要はないと思います。


  すべてが今や霊的です。罪（単数形）は基本的に霊的であることを覚えておいてください。なぜなら、罪（単数形）は神との関係に触れるからです。神との関係は霊的なものです。罪（単数形）は神との関係に触れます。罪（単数形）は人間の存在目的に逆らいます。ですから、罪を犯す時、私たちは自分のまさに存在目的を台無しにするのです。神の目から見たまさに自分の運命に逆らっているのです。私たちは神との交わりのために造られました。天の王国のために造られました――しかし、これを地理的な事柄にしないでください。天の王国は霊的秩序です――そして罪（単数形）は私たちのまさに存在目的に逆らう霊の働きです。私たちはこれを知っています。それが神との関係というまさにこの問題に触れることを、私たちは知っています。


  罪（単数形）とは色々なことを行うことではありません。様々な名称の詰め合わせで罪（単数形）を呼ぶことはできません。罪（単数形）はただこのような一つの世界から発します。あなたは「これは罪です。あれは罪です」と言うかもしれません。確かにあなたは正しいかもしれませんが、あなたは罪（単数形）の各面を表すそれらの名称の背後に回らなければなりません。罪（単数形）と罪（複数形）は異なります。罪（複数形）の背後にある罪（単数形）は、神に対する私たちの関係に触れるものです。私たちのまさに存在目的に触れて、私たちの存在・構成目的を台無しにするものです。罪（単数形）は霊的であり、救いは霊的です。クリスチャンは霊的な人ですが、それは次のような意味です――すなわち、神との関係が確立されている人、神にしたがっているものをすべて見るようになった人、天の王国の体系全体が自分を造り変える聖霊の働きの領域・基礎となっている人なのです。


  単純ではない話をしてしまったでしょうか？あなたなら話についてこれると思います。この類のキリスト教は現行の今ある一般的キリスト教――それは「クリスチャンであるにはあれもこれもしなければならない」とあなたに告げます――とはかなり異なっています。これはそれとはかけ離れています。さて、次に進むことにしましょう。


  （ｂ）条件を与えられた／試された


  アダムは、特に神と関わる能力を持つ存在に構成された後、卒業に向けて試験されました。彼がこの試験に無事合格していたら、どのように卒業していたでしょう？卒業の結果、変容していたでしょう。少し前に「遅かれ早かれそれが起きただろう」と言ったとおりです。アダムは変容されていたでしょう。すなわち、彼は栄化されていたでしょう。彼は卒業に向けて試験されました。人の子なる方の行程は、すべての神の子供の行程でもあります。聖霊の働きによって誕生します。人の子がそうであり、神のすべての子供もそうです。それから神のみこころの中へとバプテスマされます。なぜなら、バプテスマの意義は第一に――神のみこころに徹底的に委ね、明け渡し、そのために分離されることだからです。他のすべてに対して死に、ただ神に対して生きることだからです。人の子はその立場を取られました。そして、あなたも私もそのために再生されました。それが私たちの前にあります――すなわち、一つの種族に対して死に、別の種族の中でただ神に対して生きることです。次に、この立場に基づいて、彼は御霊を受けられました。彼が水の中から出てこられると、天が開けて御霊が彼の上にとどまりました。御霊を受けることが神のすべての子供の行程でなければなりません。


  次に、奇妙なことに、彼はすぐに試みの中に、その状況の中に導かれました。あたかも、今やすべての準備が整ったと言わんばかりです。彼は御霊によって荒野に導かれ、悪魔によって誘惑されました。人の子は試され、試験され、試みられました。それは荒野の四十日四十夜だけでなく、その後しばらくの間そうでした。攻撃可能なあらゆる方面から攻撃されました。地獄、この世、友人たちから攻撃されました。試験されて試されました――しかし、勝利されました。彼の旅が外面的に最長到達点に達した時――そこから彼は転じてまっすぐ十字架に向かわれました――彼が変容されたことは無意義ではありません。まるで、それがこの人の目標であると言わんばかりです。エルサレムに上る残りの旅は彼ご自身のためではなく私たちのためでした。それは私たちのためであり、私たちをこの同じ道――誕生、バプテスマ、御霊の拝受、信仰の勝利、変容――の中にもたらすためでした。究極的に完成された合一について考える段になったら、変容について述べることにします。


  （ｃ）注意を受けた


  アダムは警告と戒めを受けて、取りうる二つの道の選択肢があること、達しうる二つの決断の候補があることを知らされました。「それから取って食べる日、あなたは必ず死ぬ」（創二・十七）と彼は警告を受けました。警告を受けました――何のためでしょう？個人的変容のためだけでなく、嗣業のためです。神との交わりのために構成され、変容のために条件を与えられ、霊的に向上して嗣業に至るために警告を受けました。何なら、嗣業を世界の主権と呼ぶこともできます。最初のアダムの場合そうであり、最後のアダムの場合もそうでした。そして、教会の場合もそうです――キリストとの合一の中にある、キリストと共なる主権です。


  しかし、私たちはいま試されているところです。私たちは御霊から生まれ、神のみこころの中にバプテスマされ、聖霊を受けました。私たちは試されているところです。その目的は個人的変容だけでなく、主権のためでもあります。私たちは諸々の事柄に立ち向かい、諸々の事柄は私たちに立ち向かいます。敵は絶滅していません。主は敵を残しておられます。主は敵がエデンの園の中に入り込むのを許し、敵がアダムのもとに来るのを阻止するために何も行動されませんでした。それと同じように主は、敵を私たちの道から締め出すために、また私たちが敵の道に巻き込まれないようにするために、何もされません。主は敵に一定期間働くことを許されました。また、敵があらゆる方面から私たちを攻撃し、追い立て、試みるのを許されます――それには一つの目的があります。その目的とは私たちの個人的救いや個人的栄化ではありません。私たちがキリストと共に主権を持つようになることです。


  エペソ人への手紙はこれを完全に明らかにしています。実に、これがエペソ人への手紙の目的です。それは主として個人的なことではありません。個人が団体の一部を成すかぎりにおいてのみ、それは個人的です。その目的とするところは教会であり、教会は天的戦いの中にあります。なぜなら、教会は「彼のからだ」であり、すべての中ですべてを満たしている方の豊満だからです。そして、彼の普遍的主権の手段・器たるものが教会です。覚えておいてください。サタンがあなたを攻撃し、主がサタンに攻撃を「許可」される時、そしてあなたが辛い時を過ごす時、それはたんなる個人的問題や、個人的事情ではありません。それは、代々にわたって教会を宇宙統治の都にするという神のこの巨大な御旨と関係しています。敵の攻撃はこれを狙っているのであって、私たちを狙っているのではありません。敵は私たちを通してキリストを攻撃しているのです。このエペソ書に示されているあの合一、あの一つのゆえに、これがみな起きているのです。個人を打てば残りも打つことになることを、サタンはとてもよく知っています。個人を捕らえるなら、残りも捕らえることになるのです。個人からキリストを追い出すなら、人類からキリストを追い出して、彼自身が王位につくことになるのです。彼はそれを行って、この世の君と称されるようになりました。しかし、それに対する神の反応を私たちは見てきました。神は人々を霊的に天に連れ戻して、義とするために前進しておられます。まるで何も起きなかったかのように、この目的を抱きつつ信仰を持つ人々と共に前進しておられます。しかし、その信仰は試された信仰、試みられた信仰です。私たちはこれを知っています。それはみな私たちを霊的優位性と勝利にもたらすためです。嗣業へ、主権へと至らせるためです。


  さて、他の文脈でそうするのと同じように、私は次のことをあなたたちに思い起こさせて終えることにします。すなわち、嗣業はキリストと教会にまつわる戦いの鍵なのです。そして、相続人たる身分には二つの面があるのです。法的面と霊的面です。新しく生まれた時、私たちは法的に相続人となりました。新創造の中にあるなら、私たちは法的に出生による相続人です。しかし、相続人としての法的身分と、霊的に相続する行為との間には、かなり大きな違いがあります。後で見ることになりますが、聖書は他の文脈と同じようにこの文脈においても明確な区別をしています。ガラテヤ人への手紙はまさにこの思想を巡って構築されています。「相続人は子供である間（中略）父によって定められたその時が来るまで、保護者や家令の下にいます」（ガラ四・一、二）。この手紙はさらに続けます――子供であるなら子でもあります。私たちはみな子らです。それは信仰によって、つまり法的にです。たとえ子たる身分が意味する特権、つまり嗣業を、霊的に実際に所有していなくてもです。私たちは出生により法的相続人です。しかし、霊的に成長することによって私たちは嗣業の霊的所持者になります。


  これについてはっきりしているでしょうか？もし教えについてはっきりしていないなら、実行と経験についてはどうか自問してください。どれだけ多くのクリスチャンがこの嗣業を享受し、自分の嗣業を所有し、さらに嗣業を獲得するべく前進しているでしょう？多くのクリスチャンはそうしていませんが、それでも彼らは神の子供であり、法的相続人です。法的相続人から霊的相続人になるまでの間に、何かが起きてあなたはこの嗣業を失うかもしれません。新約聖書は常に私たちに告げます。私たちは偉大な嗣業を持っているのでそれを失ってはならない、と。私たちは偉大な数々の権利を持っているのでそれらを放棄してはならない、と。私たちは永遠の過去からある事柄にあずかるよう召されています――しかし、しかと「あなたの召しと選びを確かなものにしなさい」。これが、私たちの法的身分と私たちの霊的状態との違いです。


  この新創造でも同じです。私たちは霊的に学ばなければなりません。一つの領域から別の領域に漸進的に移らなければなりません。戦わなければなりませんし、争いの中に入らなければなりません。自分の救いのためではなく、キリストの中にある私たちの嗣業のためです。私たちは試され、試みられなければなりません。それは自分が良いクリスチャンであることを証明するためではなく、霊的優位性の何たるかを学ぶためです。こうして霊的優位性の中でこの嗣業の中に入ります。無代価の賜物として受け取ることと、次にそれを嗣ぐべきこととに関する、一見矛盾らしきことを、あなたは思い浮かべるでしょう。すでに見たように、一方は法的地位であり、他方は霊的地位です。私たちは新創造の中にあります。その圧倒的大部分は彼方にあります。しかし、私たちは進み続けています。確かに、私たちが集会に集まるのは、主と共に前進したいからです。一つの領域から別の領域に移りたいからです。私たちの心は主の御旨の上に定まっています。つまり、主がご自身との合一に中に私たちをもたらされたそのすべての意義の上にです。彼の恵みにより、私たちは切り抜けて前進します。


  



  第五章 夫婦の合一


  



  「それとも兄弟たちよ（私は律法を知っている者に語るのですが）、律法は人が生きている間だけその人に対して支配権を持つことを、あなたたちは知らないのですか？夫を持つ女は、夫が生きている間は、律法によって自分の夫に縛られますが、もし夫が死ねば、夫に関する律法から解放されます。ですから、夫が生きている間に別の男に結び付くなら、彼女は淫婦と呼ばれますが、もし夫が死ねば、彼女はその律法から解かれるので、別の男に結び付いても、淫婦とはなりません。こういうわけで、私の兄弟たちよ、あなたたちもキリストの体を通して、律法に対して死んでいるのです。それは、あなたたちが別の方、すなわち、死者の中から復活させられた方に結び付いて、私たちが神に対して実を結ぶためです。」（ロマ七・一～四）


  「なぜなら、夫は妻のかしらだからです。それは、キリストが教会のかしらであって、彼ご自身がからだの救い主であるようにです（中略）夫たちよ、キリストが教会を愛して、そのためにご自身を捨てられたように、あなたたちの妻を愛しなさい。それはキリストが教会を聖化し、御言葉をもって水で洗うことによって清めるためであり、またそれは、しみやしわやそのようなものが何もない、聖く傷のない栄光の教会を、彼がご自身にささげるためです。そのように、また夫たちも、自分自身の妻を自分自身の体のように愛さなければなりません。自分自身の妻を愛する者は、自分を愛するのです。自分自身の体を憎んだ者はかつてなく、むしろ、キリストが教会に対してなさるように、それを養い育むのです。なぜなら、私たちは彼のからだの肢体だからです。このゆえに、人はその父と母を離れて、その妻と結び合い、二人は一体となるのです。この奥義は偉大です。しかし、私はキリストと教会について言っているのです。」（エペ五・二三、二五～三二）


  「私たちは喜び歓喜し、彼に栄光を帰そう。小羊の婚姻の時が来て、彼の妻は用意を整えたからです。」（黙十九・七）


  「また、七つの最後の災害が満ちた七つの杯を持った七人の御使いの一人が来て、私に語って言った、『ここに来なさい。あなたに小羊の妻である花嫁を見せよう』。」（黙二一・九）


  「見よ、わたしと、神が私に与えられた子供たちを。」（ヘブ二・十三）


  法的合一と霊的合一


  キリストとのこの特別な合一、すなわち夫婦の合一には二つの面・役割があることにあなたは気づいておられるでしょう。ローマ人への手紙の中でパウロが言及した面と、彼がエペソ人への手紙の中でまたヨハネが黙示録の中で言及した面があります。一方は婚姻がすでになされたと述べており、他方は将来のことであると述べています。これは食い違っているように見えます。あなたはこれをどう説明するでしょうか？


  矛盾のように思われる多くの他の事柄に関する新約聖書の説明方法と全く同じ方法で説明することができます。ローマ書の初期的婚姻と、エペソ書と黙示録の最終的婚姻があります。違いは、初期的婚姻は法的であり、最終的婚姻は霊的であるということです。この一連の前の学びで述べたように、新約聖書の中の様々な事柄には、初期的面と最終的面の二つがあります。前に子たる身分について述べました。私たちは子ですが、それでも子にならなければなりません。法的に、私たちはすでに子ですが、さしあたって霊的にそのような者にならなければなりません。それは嗣業を所有するという意味です。「もし子なら、相続人でもあります」。私たちは新生によって法的相続人です。しかし、確かに、自分の嗣業を所有していませんし、キリストの中にある自分の嗣業をすべて享受しているわけでもありません。自分の嗣業を真に所有・取得・享受するには、今生よりも遥かに長い時間、来るべき代々の時代が必要でしょう。


  救いについてまさにこのような形で述べられています。私たちは救われていますが、なおも救われなければならず、将来救われることになります――それは未来形で述べられています。しかし、現在形でも明確に述べられています――私たちは救われつつあるところです。この類の事柄に関して多くの人々が多くの問題を起こしてきました。彼らは「新約聖書の中には救いを未来形で述べている箇所もあるのだから、天に着くまで自分が救われているかどうか決してわからない」と言います。私たちはそうだとは思いません。なぜなら、それは私たちの経験ではないからです。自分が救われていることを私たちは知っています。しかし、自分は救われなければならないことも私たちは知っています。その間に私たちを救われなくさせる何かが入り込みかねない、ということをこれは意味しません。それが示しているのは、他の多くの文脈に見られるように、私たちの立場と私たちの状態、法的地位と霊的地位の違いにほかなりません。


  後で、神の家について述べることにします。今、私たちは霊の家です。これは現在形です。しかし、こう記されています――「もし私たちの望みの確信と誇りを最後までしっかりと持ち続けるなら、私たちは神の家なのです」（ヘブ三・六）。ここでもまた、私たちは後戻りさせられて、何かを取り消さなければならないかのように見えます。しかし、これは全くそういうことではありません。


  さて、このことは、教会とキリストの婚姻関係の問題において、おそらくより明確に示されています。パウロはローマ書の中で、私たちは別の方、「死者の中から復活させられた方」と結婚したと述べています。しかし、小羊の婚宴は未来のことです。「小羊の婚宴に招かれている者は幸いです」（黙十九・九）。これは将来のことであり、特別な祝福がそれに付随しています。


  神の諸々の意図を支配する一つの条件付きの要素があることがわかります――その条件付き要素は、御旨が実現されるかどうかと関係しています。すなわち、神が行い、与え、その中に私たちをもたらしてくださった事柄についての御旨です。常に「条件」があります。そして、この条件は法的地位とは全く関係ありません。コリント人たちはキリストの中にある法的地位に関しては何の問題もありませんでした。第一の手紙はそれに関する記述――「キリスト・イエスの中で聖別された」――から始まります。彼らは法的地位については何の問題もありません。彼らはキリストにあって救いを要求することができます。しかし程なく、使徒は彼らに書き送って、条件付きの事柄について述べ始めます。基礎の上に築かれたこの建物、そして基礎の上に据えられたものについて語り始めます。しかも、それはみな煙となって上って行き、信者は何も持たずに天に行く羽目になりかねないというのです。コリント人には法的には何の問題もありませんでした。この法的基礎のおかげで、あなたはキリストの中にあるなら天に行くことができます。しかし、他にもそれ以上のものがあるのであって、それ以上のものを失いかねないのです。


  もしそうしたければ、それをこの関係に適用してください。法的に結婚している多くの人がいますが、ただそれだけで、それきりです。その法的地位のゆえに一定の権利や特権を持っていますが、誰がそこに留まりたいでしょうか？誰がそれで満足するでしょうか？そこにはそれ以上のものが無限にあります。そしてそれが、初期的なものと最終的なもの、法的なものと霊的なものとの違いとして、ここに示されています。確かに、この二つの間にはとても大きな違いがあります。あるいは、天然の関係と同じように、この違いには段階があるかもしれません。この関係の祝福には大小があるかもしれません。クリスチャンに関しても同様です。主とのこの婚姻関係の祝福には大小があるかもしれないのです。


  交わりと配偶


  これを二、三の単純な、自明と思われる点にまとめることにしましょう。最初のアダムの最初の婚姻関係という絵図・型に沿って、これに注目して調べることにします。そして、「これに関する神の御思いは何か」と問うことにします。そうするなら、それらの御思いを、あらゆる関係の中で最も幸いな関係の中にあるキリストと教会、キリストと私たちに適用することができます――確かに、これはキリストとのあらゆる関係の中で最も幸いな関係です。神の御思いは何だったのでしょう？


  まず第一に、聖書が示すところによると、神が女を創造してこの合一を生み出そうとされたのは配偶のためでした。「人が一人でいるのはよくない」（創二・十八）。これに尽きます。しかし、それには豊かな内容があります。これをキリストと教会に適用するのはおこがましく思われますが、それでも、キリストに対する教会の関係――教会はキリストの妻です――には、これを確証・証明する多くの他の要素や特徴があります。これはこれだけではありません。旧約聖書の中には花嫁の型がとてもたくさんあり、その思想をキリストと教会に適用するに足る十分な証拠に満ちています。それらがキリストと教会を指し示している証拠や証しがふんだんにあります。今はその学びに取りかかるつもりはありませんが、確かにあります。証拠はたくさんあります。ですから、おこがましく思われるかもしれませんが、私たちはこの点を私たちの主との私たちの関係に適用することができます。すなわち、教会を神が創造されたのは、御子の益を促すためであり、御子のために配偶を願ってのことだったのです。


  地上におられた時の主イエスを見れば、彼がどれほど交わりを求めておられたのかがわかるはずです。おそらく、彼が語られた最も悲しい言葉の一つは――「あなたたちは（中略）わたしを独り残すでしょう。しかし、わたしは独りではありません。父がわたしと共におられるからです」（ヨハ十六・三二）という言葉です。これによって彼の発言が弱まったり相対化されるわけではありませんが、「わたしは独りです」という彼の言葉には悲しい響きがあります。彼が常に配偶を求めておられたことは自明です。彼は人であり、他者の必要を感じておられました。それは神聖なものです。キリストは交わりを求めておられます――「交わり」というこの言葉を取り上げる新約聖書の方法は素晴らしいです。これはなんと豊かな言葉でしょう！自分のコンコーダンスを調べてみてください。そうすれば、「交わり」というこの言葉の原語がわかります。そうするだけでも豊かな学びと黙想になります。確かに、とても貴重な経験になります。「あなたたちは御子の交わりの中に召されたのです」（一コリ一・九）。


  これは、まず、夫婦の合一、配偶もしくは交わりの思想、観念を表しています。交わりが、まず、配偶に先立ちます。まさに交わりであって、それに尽きます。この関係の最初の調べ、支配的調べはまさに交わりです。


  交わりとは何でしょう？交わりは生活と目的の一体化です。キリストは生活と目的がご自身と同じ人々、ご自身の心と一つ心である人々を望まれました。あなたや私はそのような関係の中に召されました。あなたや私は、ご自身の生活や目的と一つである人々を求める主イエスの深い心の願いと願望に、応じなければなりません。これは、崇高なことであり、聖なることであり、尊いことです。さしあたって述べるのはこれだけですが、これが夫婦の合一の意義の第一歩です。


  配偶はこれよりもさらに少し進んでいて、他の一つの特徴が加わるように思われます――というのは、配偶は、交わりに関して今述べたことを確かに含む一方で、互いに補い合うことだからです。すなわち、互いに欠けているものを補い合い、互いに相手に寄与しあって成就しあうのです。これはとても素晴らしいと思います――なぜなら、エペソ書の中の「キリストの豊満」（エペ一・二二）という言葉は、キリストを「補うもの」、キリストを「満たすもの」、キリストを「完全にするもの」とも訳せるからです――教会がキリストに何かを与えてキリストを「完全にする」というのは驚くべきことに思われます。そう述べるのは異端のように聞こえますが、それでもそう述べられています。彼は教会の中に一つの嗣業を持っておられる、と明らかに述べられています。「聖徒たちの中にある彼の嗣業」とは何でしょう？それは教会が彼に与えるべきものです。それは何かを述べるのをやめる気はありません。主は教会のことをご自身に何かを与えられるもの、ご自身に何かを供給できるものと見なしておられます。これは事実を述べたものです。ある機会、好機、器、手段、道――他では得られないけれども彼が得なければならないものを教会は彼に与えるのです。私たちがこの地上にいるのは、キリストのために彼が地上で必要としておられるものになるためです。彼は私たちに何でも与えてくださることについては、言うまでもありません。


  ですから、配偶は互いに益を及ぼし合い、満たし合い、互いに補い合うことです。これが夫婦の合一です。これが結婚についての天的観念です。


  この家族によるキリストの正しさの証明


  そして、最初に創造されたこの関係から、それは彼らが共に、命というこの大いなる委託物を入れるための器、一つの器となるためだったことがわかります。それは機械的なものや、たんに教理的、聖職者的、形式的、法的なものではありません。それは生き生きとしたものです。つまり、それは命の事柄なのです。ですから、この命は彼らと共に自らを表さなければなりませんでした。命というこの聖なる、委託された供託物を表さなければなりませんでした。サタンがこの委託物を捕らえたこと、そしてそれ以降ずっと捕らえ続けてきたことが、おそらく、全人類史の中で最も深刻な悲劇・災難です。ああ、今日、それが広まっているのは恐るべき悲劇です！それは恐ろしい物語です。命というこの委託物、この命を伝える委託は、神のために厳重に守るべき聖なる神聖な委託でした――しかし、サタンがそれを捕らえたのです。


  型から本体に移ると、霊的増殖と霊的増し加わりというこの委託は、花婿と花嫁、夫と妻であるキリストとその教会との間にあることがわかります。魂が生み出されない所では、何かが間違っています。神の御旨が全く損なわれています。それに対する何の関心も願いもない所では、何かが間違っています。これ以上言う必要があるでしょうか？私たちはキリストとの婚姻関係に入ることによって、きわめて厳粛かつ神聖な委託の中にもたらされました。キリストがご自身の裔を見て満足されるための手段になるという委託です。彼の正しさは彼の家族によって証明されます。彼の命の正しさが証明されます。イザヤ五三章から、彼は地から断ち切られたこと、彼の名は断ち切られたこと、彼は切り捨てられたことがわかります。彼を終わらせようとする決意と彼の裔を断ち切ろうとするサタンの取り組みとに関する物語の全容が、そこに記されています。しかし、次に「彼は自分の裔を見る」と述べられています。聖金曜日は過ぎ去って、今や復活祭の日になります――彼はご自身の裔を見ます。神はほむべきかな、彼はすでにこの地上にそれをある程度ご覧になることができます。それは「だれも数えることのできない大群衆」になるでしょう。だれも数えることができません。人々はかなり大きな数まで数えることができますが、彼の裔を数えることはできないでしょう。彼の裔は天の星、海辺の砂のようになるでしょう。彼の正しさは彼の裔によって証明されます。キリストの正しさは魂の救いによって証明されます。キリストの正しさは、そのような形で彼が自己を実現するための器・道具である教会によって証明されます。ローマ七章のこの御言葉がどのように終わっているのかに注意したことがあるでしょうか？「別の方に結び付いて（中略）神に対して実を結ぶためです」。


  究極的な霊の合一


  始めた点にごく短く戻って、終えることにします。ここに法的な合一があります。ここに、どのように法的合一が霊的合一――究極的な霊の合一――になるのかが示されています。このことの目的は小羊の婚宴の中に見られます。これは、法的合一は全うされて究極的合一に至らなければならないことを意味します。それはこの二人が夫と妻というこの法的関係の中にあるにすぎず、法的に結婚しているにすぎない、ということではなくなるためです。こう述べてもかまわなければ、彼らは今やますます、絶えず結婚しつつあるのです。彼らは互いの中に成長し込みつつあります。この交わりは依存的であり、この相互の寄与は増し加わりつつあります。一方が他方に対してますます増しつつあり、他方も一方に対してますます増しつつあります。そして最後に、この花嫁の団体が生じます。彼らは「小羊の行くところへはどこにでも従って行きます」。反対、疑問、反逆、何の不服従もなく、従って行きます。これは最終的に霊的に満ち満ちた一体性にならなければなりません。これは、もちろん、地上の結婚生活も、それが天の型にしたがったものであるには、そうでなければなりません――互いの中に成長し込んで、お互い抜きではやっていけなくならなければなりません。そして最後には、何の相違も隔たりもないほど融合しなければなりません。それは完全な一体性です。


  これがこの婚宴だと思います。「その妻は用意を整えた」。つまり、最後の不一致を取り除く何かが起きたのです。私たちと私たちの主との間には依然として多くの不一致があります。今でも多くの不服従があります。彼の妻である彼の教会と同じように私たちの中にも征服されるべきものが多くあります。多くのことが私たちの中になされなければなりません。しかし、これが成し遂げられることを私たちは求めます。私たちは服従します。服従することを欲します。もはや何の疑問もなくなる域に達することを欲します。そこには、私たちを捕えただけでなく私たちを完全にとりこにした方への、徹底的な、問答無用の服従しかありません。私の理解では、これが小羊の婚宴です。それは霊的な事柄です――ある法的関係の究極的完成なのです。


  



  第六章 使命の合一


  



  「わたしはわたしの教会を建てる。」（マタ十六・十八）


  「キリストは御子として神の家に対して忠実でした。もし私たちの確信を最後まで堅く持ち続けるなら、私たちは彼の家なのです。」（ヘブ三・六、改訂標準訳欄外）


  「キリスト・イエス（中略）この御方の中で建物全体は共に組み合わされ、主の中にある聖なる宮へと成長していき、この御方の中で、あなたたちもまた御霊の中にある神の住まいのために共に建造されます。」（エペ二・二〇～二二）


  「あなたたちも、生ける石として、霊の家に建造されます。」（一ペテ二・五）


  



  キリストとの合一のこれらの様々な面には特別な価値・意義・概念があって互いに関係しあっていることを、あなたは理解してくれていると思います。もしこれを明確かつはっきりと把握していないなら、前に戻って最初から始めてもらえないでしょうか。これらはキリストとの合一の様々な面であること、そこには永遠の合一、創造による合一、夫婦の合一があることを受け入れるだけでなく、各面の特別な意義及び概念をしっかりとらえて、できれば、各々に一つの言葉、あなたが選ぶ言葉を付けてください。


  この四番目の面に相対する言葉は使命です。というのは、神の家はある特別な目的のために構成されるのであり、その目的のために家は存在するからです。先に進む前に、「家」というこの言葉と共に私たちは立ち止まらなければなりません。「私たちは彼の家なのです」。これはとても興味深い、含蓄に富んだ言葉です。私たちがいずれにせよ英語で「家」というこの言葉を使う時、私たちの念頭にはごく限られた観念しかありません。原語の中には、住まい、家族、案配、供給、執事職といった観念がすべて見いだされます。そして、宝石のファセットのようなこれらの様々な意義について、今短く考えることにします。しかし、覚えておいてください。支配的要素はこの意味におけるキリストとの合一、つまり家としてのキリストとの合一なのです。


  （ａ）建物


  この元の言葉の第一の意味は建物です。「わたしはわたしの教会を建てる」。「どの家も誰かによって建てられるのですが、万物を建てた方は神です」（ヘブ三・四）。この家は建物です。この建物はキリストご自身に対応するものです。彼はあの家、石の家、大きな現世の建物をご覧になった時、直ちにその霊的意義をご自身に、ご自身の体に適用して、「この宮を壊しなさい。そうすれば、わたしは三日のうちにそれを起こす」（ヨハ二・一九）と仰せられました。「わたしはわたしの教会を建てる。ハデスの門もそれに勝つことはない」。地獄が破壊的策謀を尽くしても、彼が建てられるもの、彼の建物には勝てません。その建物は、今は石ではなく、生ける石でできています。これがこの家に関するペテロの言葉の意味です――「あなたたちも、生ける石として、霊の家に建造されます」。


  「私たちである」この家を支配する目的・使命は、神ご自身の臨在をもたらして、人々が利用できるようにすることです。これが第一の目的です。この建物は神の住まいのためです。「御霊の中にある神の住まい」は、聖霊のパースンの中にある神の住まいです。それによって神が臨在して、利用可能になります。これは一つの文言です。これはたんなる真理の文言にとどまるおそれがありますが、そうであってはなりません。これは一つの試金石です。神の家が存在するかどうかの試金石です。神の家の存在についての、もしくは、神の家を構成する生ける石についての試金石です。そもそも神が臨在しておられるかどうかの試金石です。神がそこにおられることが知られているでしょうか？この家に関するかぎり、これがすべてを試す試金石です。これがその使命だからです。それ以外には何の意味もないのです。


  旧約聖書には、聖所から栄光が上って行った時のことが記されています。それは神がおられた場所から上って行きました。そして、聖所は存続し続け、この組織も進み続けましたが、それは抜け殻でした――それには何の意義も価値もありませんでしたし、全く無意味でした。もし何か意味があるとしたら、悲劇という意味でした。栄光は上って行って、取り去られました。もはやそこに神は見いだされませんでした。ですから、ごく簡単に言って、神の家の存在と生ける石の存在とに関する試金石はまさにこれです。主は私たちの中に見いだされるでしょうか？主は私たちのただ中に見いだされるでしょうか？もし主がおられるなら、これはまさに主の要求をすべて満たします。主は手の込んだ華美な構造体を欲しておられません。「二人または三人がわたしの名の中に集められているところには、わたしがそのただ中にいるからです」（マタ十八・二〇）。これが神の家です。神の家かどうかを決めるのは、名前、称号、名称、場所、物事ではありません。それを決めるのは主の臨在です。そして、どこでも二人または三人の間に――それがどこであれ、また彼らが何者であれ――神が見いだされるなら、それは神の家です。そして、これを神は欲しておられるのです。


  人々が抱えている問題は、その上に又その周りに何かを持たずにはいられないことです。集まる建物を得て、それを「教会」と称さずにはいられないことです。このようなことが起きるやいなや栄光が去ってしまうことが、何度あったことでしょう。何かが去ってしまうのです。これを準備し始め、序列を設け始めると、主はどこに行ってしまったのか？ということになります。このようなことにあなたはこれまで何度も出くわしてきました。主は率直に仰せられます、「わたしに生ける石を一緒に与えなさい。わたしが欲しているのはただそれだけです。それを改善しようとしてはいけません。もっと多くの生ける石を集めてください。それが道であり、わたしが欲しているのはただそれだけです。つまり、内的『一体性』の中にある生ける石たちです」と。なぜなら、第一に、それはキリストとの合一であり、結合されたキリストであり、一体であるキリストだからです。主は、「それをわたしに与えなさい。そうすれば、わたしの臨在を大いに表します」と仰せられます。


  そして次に、もちろん、その目的はただ主の臨在を享受するものとして存在することだけではありません。多くの場合、ここで間違いが起きます。「そうです、私たちは主と共に素晴らしい時を過ごしています。私たちは少数で、小さな群れですが、主と共に素晴らしい時を過ごしています」――そして、これを無限に永らえさせられるとあなたは思います。無理です。それは主の臨在のためだけでなく、主を他の人々に利用可能にするためなのです。どこで主が見いだされるのかを彼らが知るためなのです――いいえ、それ以上です。すなわち、主を見いだすことは可能であることを彼らが知るためなのです。それは「神は本当に人々の間に住まわれるのでしょうか？」という彼らの問いに答えを与えるためです。そうです、ここに神がおられます。主の臨在が人々の心に対する、人々の探求に対する答えです。そして、それで十分です。聖霊がペンテコステの日に教会の上に臨んだ時、「群衆が集まり」ました。何が起きたのかと言うと、神が利用可能になったのです。必要なのは二、三の生ける石です。教理、神学、教会の体制やそのような事柄に関する細則について議論するためではなく、主を告げ、主で占有されるためです。もし地上における私たちのすべての日々を満たすのに主が十分ではないなら、私たちは何かが間違っています。あなたが主について話し始めるとき、だんだん疲れてきて、話をあらゆる種類の他の事柄で満たさなければならなくなるなら、どこかに深刻な間違いがあります。


  神の永遠の願いは住まいを持つことであり、人々と共に住むことです。そう聖書は啓示しています。驚くべきことです！これにソロモンは驚きました。「神は果たして地上に住まわれるでしょうか？見よ、天も諸天の天も、あなたをいれることはできません」（一列八・二七）――「それでも、あなたは私に『わたしに家を建てよ』と命じられました！」。神は人々と共に住むことを願っておられます。これが家に関する第一の点です――すなわち、それは住む場所でなければならないのです。キリストとの合一は神を招き入れることを意味することがわかります。なぜなら、キリストが団体的に表現されて個人的に臨在しておられる所に、神は入って来られるからです。もし神の臨在を知り、御子で占有されたいなら、これを覚えておいてください。なぜなら、前の黙想で述べたように、神の諸々の約束は御子と共にあるからです。


  （ｂ）家族


  「家」というこの素晴らしい言葉の二番目の面は、家族としてのキリストとの合一です。これはこの観念を少し拡張したものです。私が何を言わんとしているのか、もしくはそれが何を意味するのか、私が次のことをあなたに思い出させるなら、あなたは理解するでしょう。すなわち、旧約聖書には「ヤコブの家」「イスラエルの家」といった句が出てきますし、新約聖書にも「信仰の家族」（ガラ六・十）という句が出てきます。ドイツにはハノーバー家があり、イギリスにはウィンザー家があります。


  家族は二つのことを示します――始祖と家名です。例えばヤコブの家があります――ヤコブは始祖であり、その家は彼の名を名乗りました。また、イスラエルの家があります―― 一人の人が子孫全体に自分の名を付けて、イスラエルの家と名付けました。次に、信仰の家族について考えてみてください。この信仰の家族――私たちは誰が始祖か知っています。「私は信仰の中に生きます。神の御子の中にある信仰です」（ガラ二・二〇）と使徒は述べました。私たちは信仰の者たちです。これは一つの家族の団体的観念であり、直ちに家族――御父、御子、子供たち――としての教会の観念をもたらします。


  さて、ここで述べたいことがあるのですが、それはあなたたちにとって決して目新しいことではありません。しかし、とても重要なことです。私たちはこれらの事柄を抽象的な真理や観念として捉えてはなりません。もちろん、神の家についての教えをすべて持つこともできますし、神の家について聖書が述べていることを知って、専門的概念をすべて得ることもできますが――それでもそれには実際的価値が何もないおそれがあるのです。この神の家は局所的に表現されなければなりません。局所的に存在するものでなければなりません。間もなくこの文脈で別の面について述べることになりますが、神の数々の要求を満たすにはこれが存在しなければならないことは明白です。生ける石たちの合一に相当するものが――たとえ最低の人数である二人だけでも――複数の場所に、実際に文字どおり存在していなければなりません。それは、神にこれを与えるためです。


  しかし、もう一度言わせてください。これは神の家と称されている教会の建物のことではありません。私たちのキリスト教的観念は全く道を誤っています。本当はもっとよく知っているはずの人々がいます――なぜなら、彼らは常にこの教えの響きの下にいるからです――彼らは集会にやって来ると、祈りや賛美の中で、「主の家にやって来て嬉しいです」と依然として言います。自分たちは一つの場所にやって来た、というのです。彼らが言わんとしているのは、主の民のいる所にやって来て嬉しいということではありません――とはいえ、もちろん、これは図らずも真実かもしれません。この家は、彼らにとって、依然としてどこかの場所、外面的な何かに関する別の概念なのです。しかし、そうではありません。それは制度的教会ではありませんし――言うまでもなく建築物でもありません。それは特別な場所や特別な形式ではありません。その方法論から始めて、神の家の方法論を要求するなら、神の家を殺しかねません。この線に沿って臨むものは何であれ、別の機会に見ることになりますが、有機的かつ自然に臨まなければなりません。私たちは、ある形にしたがって何かを構築することから始めたりはしません。私たちは生ける石として一つの場所に一緒に居て、生き生きとこの神の家を表現し、その使命を果たし、その地域に神をもたらし、神を利用可能にします。このことは、おそらく、先に進むにつれて、よくわかるようになるでしょう。


  この家庭の観念、この家族の概念は、第一に、血統つまり家系の純粋さを物語ります。覚えておられると思いますが、エズラとネヘミヤの時代、神の家の回復・再建に少しでも関わる人はみな、とても厳しい試験を課されました。自分の家系図を示さなければなりませんでした。なぜなら、「分け前」に与りたい人々、この中に入り込んでそこで地位を得たい人々が大勢いたからです。また、大勢の人が入り込んで、様々な子孫が混じっていたからです。今や、皆が自分の家系図を示さなければなりません。「さて、それでは、あなたの出生証明書をお願いします。あなたはどこで生まれましたか。いつ生まれましたか。あなたの家系はどうなっていますか。どれだけ遡れますか？」。もし私がこう尋ねたら、あなたは何と言うでしょう？あなたはどこで生まれましたか？


  さて、おそらく、それが起きた正確な日・時・分を言える必要はありませんが、少なくとも「はい、私の生涯のある時に何かが起きたこと、そして、その出来事は新生にほかならないことを私は知っています」と言えなければなりません。この家族の中にいるにはそう言えなければなりません。あなたの家系図はどうでしょう？あなたはどこで生まれたのでしょう？さて、「私はどこそこの場所で再生されました」と言うなら、それは大間違いです。唯一の答えは「私は天に上から生まれました。私の国籍は天にあり、私の市民権は神の都にあります」です。「この者は彼処に生まれた」（詩八七）。「私の泉はすべてあなたにあります」――私の起源、私の支えは彼処の天の都にあります。あなたはどこで生まれたのでしょうか？あなたの家系図はどれくらい遡れるでしょう？ああ、神はほむべきかな、それは時の彼方まで、全く時の外側まで遡ります。キリストにあって、私たちはアダムの子らではありません。私たちは永遠の子らです。世の基が据えられる前から、私たちは彼にあって選ばれていたのです。


  ですから、この家族には血統・家系の徹底的純粋さが必要です。ここには何の混合もあってはなりません。


  次に、それは子としての関係を物語ります。神の家族は、子としての関係によって共に結ばれた家庭です。「私たちは死から命へと移っていることを知っています。なぜなら、私たちは兄弟たちを愛しているからです」（一ヨハ三・十四）。子としての関係と私たちの出生とは共につながっています。もし兄弟たち――同胞、家族――を愛さないなら、あなたは自分の出生を証明できません。もしこれが真実でないなら、あなたは自分の出生を証明できません。私たちの出生証明は互いに対する私たちの相互愛です。


  また次に、家族としてそれは御名に対する忠誠と熱心さを物語ります。私たちが忠誠心に欠けているせいで、神の家はどれほど駄目にされ、この家族はどれほど傷つけられていることでしょう。私たちは私たちの主に対する忠誠に欠けているとは思わないかもしれません――そんなつもりはないかもしれません――しかし、私たちはみな彼の御名を担っています。そして、互いに対する忠誠心に欠けることは、御名に対する忠誠心に欠けることなのです。クリスチャンたちが――個人であれ団体であれ――これほど安易に互いに批判しあっているのが見られるのは、恐るべき悲劇ではないでしょうか？クリスチャンたちの間の忠誠心よりもましな忠誠心が往々にしてこの世の中にあります。職業に対する忠誠心について考えてみてください――医者が他の医者に不都合なことを話すのを耳にすることは決してありません。そこには誉れ高い誓約、忠誠心の基準があり、絶えず弁明・釈明しています。そこだけでなく他の領域でも同じです。しかし、悲しむべきことに、この私たちの間では、弁明しようとすることも、多くの罪を覆ったりしようとすることもあまりありませんし、悪い点よりも良い点に注意を向けさせようとすることもあまりないのです。これはこの家族への背反です。


  そして、これはとても実際的です。神の臨在と利用可能な神という観念が真実のものである以上、それは私たちの関係に実際的影響を及ぼすべきです。この家には家族が必要です。この家族は家庭よりも大きな観念であり、この地上を超えた天の命に属する純粋な種族から成ります。


  （ｃ）宮


  また、キリストとの合一は宮です。「神が臨在していて利用可能である」と述べるならこれも網羅される、とおそらくあなたは思うかもしれません。これらはキリストとの合一に関する厳密に区別された概念ではありません。それらはみな、一つのまとまり、すなわち神の家の一部です。宮はただ一つの特別な概念を明らかにします。それは神がおられる所であるだけではないことがわかります。神は彼の聖なる宮の中におられますが、この宮の概念は、宮は神の権利が受け入れられる所であること、そこでは神はご自身の権利を獲得されることを意味します。なぜなら、これこそまさに礼拝の意味だからです。宮は礼拝の場所であり、礼拝は神に彼の権利を与えることにほかなりません。神の権利は絶対的であり、彼の宮の中で神はすべてを獲得されます――すべては神のためです。宮が神の意図どおりのものではなく、かなり異なる姿をしていた時代に――イザヤはこう記しました、「ウジヤ王が死んだ年に、私は、高く上げられた御座に主が座しておられ、また彼の衣の裾が宮を満たしているのを見た」（イザ六・一）。そこは他の何者の余地もない所です。ウジヤの物語はご存じでしょう――彼は香を炊くために不法に宮の中に入り、許可なく押し入って香壇に触れようとしました。そして、彼はらい病で打たれ、離れ殿で死にました。言い換えると、彼は神の場所の中に入ったのです。その後、ウジヤが道からどいた時、イザヤは宮を満たしている主を見ました。これが宮の真の目的であり、「聖なるかな、聖なるかな、聖なるかな」があります。ですから、宮の背後にある思想は次のようなものです――ここで、ここにいるこれらの人々の中で、二人または三人の中で、あるいはもっと大きな地元の群れの中で、神はすべてを獲得されるのです。神は完全で、自由な、妨げのない、無条件の道を獲得されます。全き降伏、服従、明け渡し、従順という彼の権利が、彼に渡されます。そして、それは口先だけのことではなく、生活上のことです。これがこの宮、生ける宮、霊の家です。神の権利が彼に譲り渡されているのです。


  （ｄ）執事職：（ｅ）秩序


  そして最後に、執事職また秩序としてのキリストとの合一に来ます。「執事職」と訳されているこの言葉は、全く奇妙なことに、「家」というギリシャ語と同じ語根に由来します。それは家や家族の管理を意味し、私たちの「経済（エコノミー）」という言葉を私たちに与えます。それは他の箇所では「経綸（ディスペンセーション）」と訳されている言葉です――いわゆる経済（エコノミー）もしくは管理です。すなわち、物事の秩序です――ある特定の場所に特定の時間存在する秩序です。それには二つの面があります。一つは、神聖な天的秩序を代表・表現する面です。他方は、管理的地位、管理や務めの地位としての面です。これが執事職の二重の観念です。


  私は少し前に、「天的秩序はそれを表現する何らかの団体が無くても見つかる、と考えるのは愚かなことである」と述べました。地上のあちこちにこの秩序を表現するもの、この秩序が見られるものがなければなりません。さて、新約聖書の体系を導入しなければならない、と改めて述べることに矛盾はありません。ただ、どのように導入するかにもよりますが、それはそこになければなりません。それは表現された天の秩序でなければなりません。しかし、教理抜きでこの秩序を持つことは可能です。その方がこの秩序抜きで教理を持つことよりも優っています。まさにこれがそこに存在しているのに、人々はそれについて何も知らない、という事例に私たちは出会ってきました。素晴らしい霊的秩序――そこにそれがあります。それが存在しています。これが主が物事を行われる方法であることを彼らは感知しました。まさにこの事柄に関する神からの完全な啓示がそこにあるという指摘が彼らに対してなされてきましたが、彼らは決してそれに気づきませんでした。しかし、それはそこにありました。彼らは聖霊の管理の下に来て、これが主が物事を行われる方法であること、これが主が得ようとしておられるものであることを見いだしました。それは自然発生的なのです。


  ですから、私たちはこう言って始めたりしません、「さて、天の秩序の表現を持つために、あなたたちはまず人々を共に集めて一つの群れにしなければなりません。そして次に、主の食卓とバプテスマを実行しなければなりません。また、兄弟たちを権威と団体的務めの中にもたらさなければなりません――すべては団体的でなければならず、交わりの中になければなりません」。このような考えを持たないでください。それは致命的です。それは他のもの同様、地的になるおそれがあります。聖霊が実際に物事を御手の中に握られるとき、あなたは物事が気になり始めるようになります。これが見事に起きるのを私たちは見てきました。キリストに対する完全な服従と明け渡し、また彼の主権と頭首権の確立を求めつつ、キリストが宣べ伝えられている所では、また、これらの事がすべて示されて受け入れられる時、間もなく人々はこう言うようになります、「私はこれこれのことについて気になり始めています。あなたはこれについて何も言いませんでしたが、最近私はこれについて考えるようになりました」。


  有益で価値があるのはこの道であり、この道だけです。聖霊がご自身の地位を得る時、彼は物事を推進されます。彼はその家をもたらされます。執事職、分与、経済、天の秩序をもたらされます。そして、そうなる時、それはとても幸いなことであり、あなたは「これは私が取ってきた教えの体系ではありません。これは主が私に示してくださったことです」と言うようになります。これが道であり、唯一の生ける道です。御霊の中を歩むなら、真に御霊の中を歩むなら、先に進むにつれて、あなたは次のことを見いだすでしょう。すなわち、あらゆる種類の調整がなされるのは、主がそれらをあなたに示されるからなのです。あらゆる種類の物事が除かれたり導入されたりするのは、主が語っておられるからなのです。彼は神の家を治める御子であり、そのような者として彼はこの天の経済、この天の秩序を導入しておられます。それは慣習ではなく証しを持つためです――霊的・天的な諸原則を体現するものを持つためです。


  これは多くの人にとってお馴染みの立場ですが、この文章を読んでいるすべての読者にとっては同じようにそうではないかもしれませんし、もしかすると、主がこの言葉を語らせようとされたのかもしれません。そうです、執事職としてのキリストとの合一です。神の家の中で聖霊が行われる案配、神の家を治める御子であるキリストが実現させられる案配があります。それは天的案配です。それは新しい見方を意味します――「神の諸々の奥義の執事」とパウロは述べました（一コリ四・一）――新しい見方、物事に関する新しい観念です。あるいは、ペテロはこう述べています、「めいめいは賜物を受けているのですから、神の様々な恵みの良い執事として、あなたたち自身の間で供給しあいなさい」（一ペテ四・十）。「神の様々な恵みの家僕」。これは意味を違えている、と思うなら、文脈を見てください。その直前の御言葉は「互いにもてなしあいなさい」となっています。「めいめいは賜物を受けているのですから、それにしたがって、神の様々な恵みの良い『家僕』として、あなたたち自身の間で供給しあいなさい」。


  それは天的観念をもたらす新たな見方――天に向かう心――を意味します。アダムはすべてのものに――動物や花のことだと思います――名前を付けた、と御言葉は述べています。（きっと、彼はラテン語の名前は付けなかったでしょう。どうかパラダイスにラテン語がありませんように！）彼はすべてのものに名前を付けました。私の要点はこうです。私たちはすべてのものに天的な名前を見つけなければならないのです。主が物事をどう呼ばれるのかを見いださなければならないのです。主は物事を特定の名で呼ばれます。私たちはその周囲を巡って他の名で呼びますが、主は「いいえ、そうではありません。それはこうです。あなたはそれを違う名で呼んでいます」と仰せられます。私たちは物事をその正しい名で呼ばなければなりません。物事に正しい天的な名を付けなければなりません。主はある特定の美徳を柔和さと称されますが、私たちはそれを弱さと呼びます。物事に正しい天的な名を付けなさい。そうすれば、なすべきことがたくさん出てくるでしょう――それはとても広大な世界です。


  他の面は管理もしくは務めです。執事職、務め、務めの場所としての家です。これは、もちろん、専門的な務めやいわゆる奉仕者の特別な群れを設けよ、という意味ではありません。それは家族です。それは務めの場所です。この家の中の皆が執事職を持つべきです。皆が神の様々な恵みの執事であるべきです。何らかの形であなたは執事になることができます。なぜなら、あなたが召されたのは執事になるためであり、主からのものを得てそれを与えるためだからです。これが主がこのようにあなたを取り扱っておられる理由です。主はあなたをご自身の家の執事にしようとしておられます。他のだれかに与えるもの、受け取って所有するようになった彼ご自身からのものを、あなたが持てるようにしようとしておられます。それは、あなたが他のだれかに渡せるものを所有するようになるためです。


  さて、これをみな、この家という言葉とそれに関連する句は網羅しています。それはみな神の家に言及しています。この家は素晴らしいものです。それが何を意味するのかをもっと明らかにしてくださるよう、主に求めなさい。また、主の天の家の文字どおりの表現がこの地上にますます広まるよう、大いに主に求めようではありませんか。


  



  第七章 機能の合一


  五．機能の合一


  「一つの体の中には多くの肢体があり、そしてすべての肢体が同じ機能を持っていないように、私たちも数は多いのですが、キリストの中で一つからだであり、そして各自は互いに肢体なのです。」（ロマ十二・四、五）


  「それは、体が一つであって多くの肢体があり、体のすべての肢体が多くあっても一つの体であるように、キリストも同様だからです。なぜなら、私たちはユダヤ人もギリシャ人も、奴隷も自由人も、みな一つ御霊の中で、一つからだの中へとバプテスマされ、みな一つ御霊を飲むようにされたからです。体は一つの肢体ではなく、多くの肢体から成っています。もし足が、『私は手ではないから、体に属していない』と言ったとしても、それで体に属していないわけではありません。またもし耳が、『私は目ではないから、体に属していない』と言ったとしても、それで体に属していないわけではありません。もし体全体が目であるとしたら、どこで聞くのでしょうか？もし全体が聞くとしたら、どこでかぐのでしょうか？しかし今、神は各肢体を、それぞれ体の中に、みこころのままに置かれました。もしそれらがみな一つの肢体であるとしたら、体はどこにあるでしょうか？しかし今や、それらは多くの肢体ですが、一つの体です。目は手に向かって、『私はあなたを必要としない』と言うことはできません。また頭は足に向かって、『私はあなたを必要としない』と言うことはできません。それどころか、ほかより弱いと思われる体の肢体こそ、むしろ必要なのです。そして私たちは、ほかより尊くないと思う体の部分に、さらに豊かな尊さを授けます。こうして、私たちの美しくない肢体は、さらに豊かな美しさを持つようになります。ところが、私たちの美しい肢体には、その必要はありません。神は欠けている部分にさらに豊かな尊さを与えて、体を共に調和させられました。それは体に分裂がなく、肢体が互いに同じ顧みを持つためです。もし一つの肢体が苦しむなら、すべての肢体が共に苦しみます。もし一つの肢体が栄光を受けるなら、すべての肢体が共に喜びます。今や、あなたたちはキリストのからだであり、そして各自はその肢体なのです。」（一コリ十二・十二～二七）


  「……彼のからだであり、すべての中ですべてを満たしている方の豊満です。」（エペ一・二三）


  「それは彼が（中略）両者を一つからだの中で神に和解させるためでした。」（エペ二・十五、十六）


  「……それは、聖徒たちを成就して、務めの働きへと、キリストのからだの建造へと至らせるためです。」（エペ四・十二）


  「キリスト（中略）この方から、からだ全体は、供給するあらゆる節々を通して、しっかりと共に結合され組み合わされ（中略）増し加わります。」（エペ四・十五、十六）


  「彼は、教会であるからだのかしらです。」（コロ一・十八）


  「なぜなら、夫は妻のかしらだからです。それは、キリストが教会のかしらであって、彼ご自身がからだの救い主であるようにです。」（エペ五・二三）


  「私たちは彼のからだの肢体です。」（エペ五・三〇）


  



  キリストとの合一に関するこの偉大な多面的啓示についての考察を続けることにします。私たちは今や、キリストとの合一の五番目の面に来ます。それは、私たちが機能の合一と呼んでいるものです。つまり、かしらと肢体を持つ一つのからだとしてのものです。


  包括的機能：キリストの個性を表現すること


  キリストのからだの包括的機能から始めることにします。この機能は、このからだの個性を表現することです。すなわち、キリストを表現することです。キリストのからだ、キリストのからだとしての教会は、自己を表現するために存在しているのではありません。それが存在するのは他でもなく、その内側の個性、からだの中に宿っている個性、すなわちキリストを表現するためです。死体のことを人と言うのは決して正しくありません。それは人体であるとは言えても、決して人とは言えません。人はそこにはいません。人体はそこにあるかもしれません。他方、生きた体のことを人と言うことはできるかもしれませんが、その体はたとえ活動していたとしても人ではないこと、あるいはせいぜい人のごく一部でしかないことを私たちはよく知っています。体は人の表現や活動のための手段・器にすぎません。真の人は体の内側にいます。


  キリストのからだも同じです。彼ご自身と彼のからだは区別されますが、それでも一体です。つまり、彼は彼のからだと一つです。そして、ある意味において、彼のからだは彼と一つです。しかし、この違いは残ります。これを心に留めておくことが重要です。キリストはいわゆる彼のからだの中に融合されて、ご自身の個性を失なわれたわけではありません。彼は彼のからだの個性のままです。このからだがなくてもこの個性は存在できるのと同じように、この個性がなくてもその枠組みは存在できます。しかし――彼のからだとしての教会に関する教えは次のとおりです――実際上、この両者は一つなのです。つまり、キリストは彼のからだを必要とし、このからだは彼を必要とするのです。このからだは彼によって支配されています。それは、いましがた読んだ一つの節によると、それが彼を満たすもの、すなわち、「すべての中ですべてを満たしている方の豊満」となるためです。


  ですから、このからだの機能には二つの主な点があります。一つはこの方、もしくはこの個性を宿らせること、このからだがある所にキリストをもたらすことです。それは、このからだが存在するところに、キリストもおられるようになるためです。彼はご自身をそのからだと結びつけることを決定・選択されました。それは、このからだ、すなわち教会が、彼が見いだされる場所となるためです。最小の代表人数――二人――で、それが彼を任意の場所にもたらすためです。それによって彼が任意の場所や状況の中に到来できるようになるためです。ですから、このからだの一つの目的はキリストを宿らせることです。


  第二に、その機能はこの個性を表現すること、その中で又それによって主がご自身を表現して知らせることのできる手段・器となることです――人々が主を見、主を知り、主を理解するようにすることです。これはとても単純ですが、とても困難です。


  幾つかの事柄がこれと関係しています。第一に、相対的・二次的事柄について見ることにしましょう。このからだを誇張するおそれがあります。時々、これが物理的・人間的領域でなされます。外観、団体、組織をあまりにも強調し、精緻化し、強化し、装飾するあまり――このパースンを覆い隠すことになって――主の臨在ではなく、形式、式典、外観が強い印象を与えることになります。それは人々の感覚に触れるものであり、人々の目を奪います。また、人々の人間的な天然の感覚は、教会の外観や、時として印象的な人々で占められてしまいます。そのため、主ご自身を見いだすことができません。団体を誇張するおそれがあります。そして、このような（おそらくは誇張された）慣行とは別に、他の多くの形で、私たちは教会に関する、キリストのからだに関する方法論を持ち込むおそれがあります。いかになすべきかといったことが目につくあまり、主ご自身ではなくそうしたものにかかりっきりになってしまいます。とても注意深くしていなければ、この教えですら目を眩ませかねません。内側の個性である主が、採用されている手段をすべて超越しておられないなら、何かが間違っているのであり、私たちは手段を考え直した方がいいでしょう。


  次に、団体を人工的なものにするおそれがあります――いま私は薄氷の上に乗っています――化粧、装飾、塗装によってです。それは要するに何なのでしょう？それは欠落しているように感じられる個性を創出しようとする試みです。読者のだれかがこれで不快になったならお許しください。しかし、これがその根本的な目的なのです――すなわち、ある印象を与えること、重みをもたせること、個性を感じさせること、欠け目に感じる点を補うことです。印象づけようとして、教会に関するこのような取り組みにかかりっきりになるおそれがあります。確かに、それに関してかなりのことが、組織化された教会によって、これを目的としてすでになされています。人々はあらゆる種類のものを身に着け、取り上げ、利用しています。あらゆる塗料、金箔、金属、あらゆる人工物が利用されています。それは、衝撃力の欠如というこの感覚を克服するためです。印象づけるためです。なぜなら、元々そこには何の印象もないからです。そして、キリストのからだを人工的なものにし、その印象を人工的なものにする大きなおそれがあります。もっと絵の具を塗り、さらに塗らなければ、その効果が薄れてしまうのです。そうし続けなければ、それは色あせてしまいます。毎朝そうしなければならないのです！


  他方、団体を過小評価してそれについて不注意になるおそれがあります。これも同じように悪いことです。身だしなみに不注意で、だらしなく、みすぼらしいことは、人格を汚し、その人から何かを奪い、その人の品位を下げます。これは多くの形で適用できます。先に進むにつれて、キリストのからだを尊重しなければならないことがわかるようになります。私たちには、このからだを尊重する義務があります。それは、内側におられる御方のためです。私が述べているのは、もちろん、主の民の交わりについてです――互いに尊敬し合い、敬い合い、助け合って、霊の命の水準を高めるべく努力することについてです。状況が霊的にお粗末で、見すぼらしい、劣悪なものにならないようにすることについてです。他方――やや俗っぽい適用を許してください――それは私たちの個人的な身なりにも適用されなければなりません。クリスチャンである私たちの個人的外見は私たちの主を実際のところ辱めていないでしょうか。不注意な習慣や服装、行動や立ち居振る舞いによってです。こうしたことによって主は辱められます。クリスチャンとして私たちは決してそうであってはなりません。いま私はあなたに、すぐに行って入念に個人的な装飾品を整えよ、と言っているのではなく、キリストは体によって、また体において誉れを受けるのに相応しい、と言っているのです。体に関して不注意なせいでキリストに対して罪を犯すおそれがあります。私は、相互の顧みという点で、これについてもっとしっかりと見習いたいと思います――御言葉はこれを「互いに良い業を勧め合うこと」「互いの足を洗い合うこと」と呼んでいます。つまり、地から離れているように、この世の低い水準に触れないように助け合うことです。


  機能的関連性


  さて、一義的な事柄について幾つか見ることにします。今しがた考慮したことには、おそらく二義的な重要性しかないかもしれませんが、もっと大事なことがあります。この個性を完全に表現するのに重要なことがあります。私は熟慮したうえで、当面の間、この個性という言葉をキリストという言葉の代わりに用いることにします。というのは、そうした方が要点がわかりやすいと思うからです。この個性――それはキリストです――を完全に表現するには、まず第一に、一つのからだがなければなりません。コリント人への第一の手紙の十二章に述べられているような体であり、多くの個々のバラバラな肢体ではありません。このからだは多くの切り離された肢体や、つながりのない肢体ではありません。キリストのからだは聖霊による信者の交わりです。それは明確な関連性の意識によるものであり、次のような自覚や認識を伴います。すなわち、自分たちはすべての主の民と関係している、この問題においては場所は最終的な基準ではない、自分たちは至る所にいる主の民と関係している、という自覚や認識です。これを確かに新約聖書は、キリストを完全に表現するのに絶対に必要なこととして、きわめて明確に強調しています。キリストを完全に表現することは、無関係な個々の信者では不可能です。そのようなものの中にもキリストの何らかの表現が少しはあるかもしれませんし、部分的にあるかもしれませんが、それが満ち満ちたものとなるには関連性が必要です。この問題についてあなたはどうでしょうか。それは試してみることのできるものであり、絶えず実証されています。あなたのキリストの度量は、あなたの関連性によって決まります。孤立し、分離し、独立し、離れている状態では、キリストはほんの少ししか表現されないでしょう。キリストをさらに表現するには、彼のからだの他の肢体たちとの生き生きとした合一の中にいなければなりません。これはいくら強調しても強調しきれません。なぜなら私は至る所で、この偉大な現実の欠如に起因する霊的制限を目にしており、霊的惨禍をも目にしているからです。このからだがなければなりません。関連性がなければなりません。それはたんなる抽象的なものであってはなりません。現実でなければなりません。意識的なものでなければなりません。計画的なものでなければなりません。まさに生活の一部でなければなりません。私たちはこれを知っています――仮に私たちがそれを知らなくても、サタンはこれを知っています――主はこれを知っておられます。


  相互の関連性


  また次に、相互の関連性がなければなりません。相互の関連性は、この合一、この交わり、この関連性を完全に表すのに必要不可欠です。互いに助け合うこと、無条件で互いに助け合うことを目的として、共に働き、互いに思いやらなければなりません。私たちはキリストの肢体であるだけでなく――これについてはすでに二回読みました――「互いに肢体」でもあります。これは相互の関連性です。そして、互いに支え合い、互いに助け合わなければなりませんし、キリストのからだの他の肢体の益のために実際に努めなければなりません。これはキリストのからだのとても実際的な面です。これが彼を完全に表現する唯一の道です。これを試して実証しなければならない、と私は述べました。キリストの別の肢体を助けに出て行く時、あなたは自分のキリストの度量が増し加わることに気づくでしょう。このからだの他の肢体の必要を顧みて、それを満たすために自分にできることを行う時、自分自身の生活の中でキリストがますます豊かに表されるようになることに気づくでしょう。もし自分のことにかかりっきりで、自分の周りを堂々巡りし、自分の不平・苦難・試練・困難を処置するために自分に専念しているなら、そしてますます孤立して自分の中に閉じこもってしまうなら、あなたのキリストの度量は絶えず減少していきます。彼ご自身のものに対するこの外側の行いは、それを行う者にとって霊的増し加わりを意味します。このパースンを完全に表現するには、これが必要であり、不可欠です。


  相互依存


  そして次に相互依存です。これは同じことを言い換えた別の句にすぎません。これは柔和さという一般的精神を生み出します。ある肢体は別の肢体に向かって、「私はあなたを必要としない」と言うことはできません。おそらく、あなたはこのようなことを多くの言葉を費やして述べようとはしないでしょう。コリントではこのようなことが言われていたのかもしれません。そこではこのようなことが起きていたように思われますし、まさにこれらの言葉をある人々は他の人々に関して用いたのかもしれません。「私たちはあなたなしでやっていけます！」「あなたには価値がありません！」。しかし、霊的な人々がこうした実際の言葉を使うことはなさそうです。しかし、私たちはそのように行動しています。あまりにも頻繁にそのように振る舞っています。これは私たちが学ぶべき学課の一つです。どういうわけか少しも尊くない肢体が必要であること――私たちはこの問題を真に考慮しなければなりません。どういうわけか、自分なら軽んじかねない者たちが必要なのです。彼らの必要性を理解するのは、時として困難かもしれません。いずれにせよ、このような姿勢でなければなりません。主はこの人抜きでもやっていけるのでしょうか？神の救いと栄光の恵みが、この最も小さな人の上に、ことごとく下ったのではないでしょうか？そして結局のところ、私は最も小さな者ではないでしょうか？自分たちは他の人々よりも重要であり、したがって他の人々よりも神の恵みに値する、とでも感じているのでしょうか？柔和さというこの問題が生じることがわかります。相互依存は、ともかく私たちは互いを必要とすることを意味します。これは真実です。そして、互いに認め合い、互いに尊び合うこと――これがキリストを完全に表現するのに必要な基礎です。ですから、私たちは次のような姿勢を取ります、「今のところ、この神の子供は欠点や弱さだらけですが、軽んじることはできませんし、無価値であると切り捨てることもできません。彼らが御霊の領域の中でぴったりと全体の中に収まって、キリストの度量が増し加わる場所がどこかにあるはずです」。このようにして、私たちは最も小さな者を最も重んじるよう努めます。からだのこの事実を受け入れなければなりません。


  機能の構成と決定


  次に、私たちは各肢体の機能構成という事実を受け入れなければなりません。はっきりと受け入れなければなりません。つまり、各々の肢体は真にキリストの肢体であり――それゆえ内住の聖霊を持っており――各肢体は、聖霊によって、何らかの形である機能を持つように構成されているのです。今、私たちはこれを自分自身に適用しなければなりません。あなたは「自分には何の立場も機能もない」と感じているかもしれません。あなたはずっとそれが何なのかを見つけようとしてきましたが、決して見つけられませんでした。どれほど多くの人々が私のところに来て、次のように述べたことでしょう――「私はキリストのからだの中で何らかの機能を果たしている、とあなたは本当に信じておられるのでしょうか？それが何か教えていただけたら有難いのですが！」。私は別の方法でこれに答えることにしましょう。私が述べているのは、神の御言葉の中に述べられているこの事実を受け入れよ、ということです。この体の描写はたんなる絵図や例示ではありません。それは現実であって、この体は比喩以上のものです。それは生ける現実であって、教会はまぎれもなく人体の諸原則に基づいて構成されています。それは真実です。そうであるからには、これらの事実は有効であり、現実であって、私たちはこの諸々の事実を受け入れなければならないのです。


  さて、何なら、あなたは自分の体の機能について理論化することもできますが、遅かれ早かれ、その諸々の事実を受け入れなければならないでしょう。それらは事実です。そして、私が述べているこれらの事柄もです。私たちは次の事実を受け入れなければなりません。すなわち、聖霊が内住しているキリストの肢体として、私たちはキリストのからだの中である機能を持つように構成されており、機能しなければならないのです。私たちは理解しなければなりません。私たちがそこにあるのは機能するためであって、寄生者や通行人になるためではありません。むしろ、キリストのからだの中で生命機能を果たさなければならないのです。この事実を受け入れて、この事実に適応するなら、聖霊は事をなすことができます。しかし、もし私たちが受動的になるなら、もし座り込んで「自分たちは何の役にも立たない。したがって、今日は卵で明日は羽ぼうきだというなら、何の役に立つのか？」と思い込むなら、もしこのような態度を取るなら、聖霊は何もなさらないでしょう。聖霊は、「今、自分の足で立って、わたしに機会を与えなさい。自分はキリストのからだの一肢体であり、キリストに麻痺した肢体はない、というこの現実、この真理に対して、積極的姿勢を取りなさい」と仰せられます。


  これは、もちろん、この事実――このからだにおける自分の立場という事実と、自分はこのからだの中で機能を持っているという事実――を受け入れる以上のことを意味します。それは自分の責任を受け入れることを意味します。つまり、キリストのからだの中で責任を負っている民であることを自覚しなければならないのです。キリストを表現する責任を負わなければならないのです――それは自己尊重や、自己主張や、自己実現のためではなく、キリストを表現するためです。私はからだの一肢体としてここにいます。その機能は内住する個性――それはキリストです――を表現することです。これは特権であるだけでなく、重大な責任、厳粛な命令・責任でもあります。私たちはこれを受け入れなければなりません。なぜ私はキリストに結合されたのでしょう？なぜ私はキリストのからだの肢体なのでしょう？キリストの中にあるからには、私はそのような者だからです。なぜ私はこの立場にあるのでしょう？キリストを表現する手段になる以外の目的のためではありませんし、それよりも劣る目的のためでもありません。もし私がそうしていないなら、私はキリストとの合一の意義に反しています。私たちはその責任を負わなければなりません。日々、キリストを表現するというこの問題に関して、責任を自覚しなければなりません。もちろん、これは多くの事柄に帰着します。私たちは失敗し、過ちを犯します。間違ったことを言ったり、正しいことを誤った方法で言ったりします。どういうわけか、履行を怠ってしまいます。その時直ちに、「これはキリストではありません。私はこれを正さなければなりません。それは悪印象を与えますし、私の主を辱めます。これを清算させてください」と言うこと、これが責任を負うことです。このような多くの些細な事柄があるでしょう――とは言え、キリストのからだの中に真に些細なものは何もありません。他の多くの事柄についても述べることができるでしょう。


  無意識に機能することは健康のしるしである


  さて、健康な体では、これはみな大部分意識されずに存在しています。私が述べたことに戻って「私の機能は何でしょう？」と尋ねるなら――あなたの問題は、あなたにはそれがわからないということです。健康な体では、すべてが無意識のうちに生じます。いつ次に呼吸するのか思案、分析、思考、決定する必要はありません。自然に呼吸します。それについて何も考えたりしません。あなたが健康なら、これがあなたの体の中で起きます。それはみな大部分無意識のうちに機能します。私たちの体組織には無意識的な感覚があります。それは私たちが感知する前に感知します。何らかの症状や感覚を覚える時、肉体的に何か問題が生じたことを私たちは理解し始めます。しかし、この組織は私たちがそれに気づく前にこれを感知したのです。それは、すでに認識していたものを私たちに認識させようとしているにすぎません。これが絶えず起きています。健康な体では、「私は何者なのか、私は誰なのか、私はどこにいるのか、私の機能は何なのか？」と自己に専念したりしません。そして、キリストのからだが健康な時、自然にキリストが表現されます。自然にそうなります。そうである時、それはいたって健康です――確かに、それが健康なのはそうである時だけです。人々が自己を意識する時、自分たちは主のために何かをしようと努めていることをあなたに知らせようとする時――そこには何か問題があります。それは主ではなく自分自身によって占有されているからだです。もし私たちが主によって真に占有されているなら、このように自己に専念することは大抵なくなります。自分の機能は何なのかと心配しないでください。主との合一の中に生きるなら、あなたは機能するでしょう。自分の価値が何なのか、あなたにはわからないかもしれませんが、あなたは価値を持つようになるでしょう。自分がどのようにこのからだの目的に仕えているのか、あなたにはわからないかもしれませんが、あなたはこれに仕えることになるでしょう。私たちは次のような人々を確かに知っているのではないでしょうか？彼らは自分たちのことを最も惨めで、弱く、愚かだと感じてきたのですが、私たちはその生活の中にキリストの香り、キリストの麗しい香りを見いだしたのです。それでも、彼らは何らかの役に立っているようには感じていなかったので、絶えず悩んでいたのです。私たちはキリストに会ったのです。それはいたって健康な状況です――その反対よりも遥かに優っています。無意識のうちに影響を及ぼしているのです。


  そして、この無意識的な感覚があると、何か問題が起きた時に、内なる霊の中で感知されたことが外側でも感じられるようになりだして、その症状を自覚するようになります。何か問題があることを私たちは知ります。それはどこか深いところから生じました。何かが正しくありません。私が述べているのは、理解するより先に事実が存在するということです。知的理解より先に事実が存在します。私たちが理解するより先に機能の事実は存在します。このシリーズの前の章で述べましたが、時として、教えや方法論が何もなくても、キリストのからだの実際的意義に関する真の生ける麗しい表現がありえます。これは教えが不必要になるということではありません。しかし、正しい順番では、それがまず存在しなければなりません。そして、あなたはそこにあるものを理解することによって、さらに優ったものに至らなければなりません。他方、この順序を逆転して、まず教えや方法論をすべて得てから次に実物を得ようとしてもうまくいきません――それは逆です。


  キリストの頭首権


  次の言葉で締めくくることにします。これはすべてに対する鍵であり――それには私が述べた以上に大きな意義があります。キリストのからだとその機能について私たちがどれほど述べられるのかは、ご存じでしょう。それはまさに素晴らしい神聖な意義に満ちています――しかしすべてに対する鍵は、すべての肢体、すべての部分によって表現されるキリストの頭首権です。私たちの頭脳は、肉体的に、生まれつき、健康な体のすべての部分に存在する、と言えるように思われます。先の尖ったもので体のどこか末端に触れるなら――どう感じるでしょう？あなたはそれを自分の頭脳の中で知覚します。そこであなたはそれを感知します。健康な体では頭は、もしそれが自由に機能でき実際に機能しているなら、すべての部分と触れ合っており、まるですべての部分によって代表されているかのようです。同じようにキリストの頭首権――彼の絶対的主権、主たる身分、主権と呼んでもかまいません――がからだの任意のすべての部分によって、またすべての機能によって表現されること、これがすべてに対する鍵です。


  これはもちろん、まさに次のことを意味します。すなわち、先述したことが真実であるためには、私たちは各々、どんなに数が多くても、イエス・キリストの絶対的主権の下に直ちに完全に服さなければならないのです。キリストが表現されるにはキリストの主権が必要であり、キリストが現わされるには彼がすべての部分でかしらとしての地位につくことが必要です。


  さて、まとめるとこういうことです。しかし、これを記憶にとどめて、信じてください――なぜなら、あなたはそれを証明することになるからです――あなたは退くか前進するかのいずれかです。下降するか上昇するかのいずれかです。私たちはみな、霊的に前進するか後退するかのいずれかです。これに関して止まっていることはできません。私たちは滑りやすい斜面におり、唯一の道は昇り続けることです。さもないと、下に落ちてしまうでしょう。道中ずっとそうでしょう。これについて思い違いをしないでください。動かずにいることはできません。もし前進しないなら、私たちは地歩を失います。積極的でなくなるわけにはいきません――これは私たち全員の経験によって証明済みの事実です。クリスチャン生活において、積極的でなくなることはきわめて危険なことです。熱心さの欠如によって私たちは暴露され、私たちの守りは取り去られます。そして、私たちは未完成のままであり、バラバラなままであり、敗北したままでしょう。関係性と相互関連性と相互依存性とを持つ、生ける有機体としてのキリストのからだというこの問題は、理論や手法ではありません。これらは命に係わる関係であり、霊の命の増し加わり、キリストの表現の拡大、私たちのまさに存在理由と関係しています。しかし、これらは必要なものです。もし主の民との自分の交わりを損なうなら、あなたは自分自身の霊の命を損ないます。もし何らかの形であなたの霊・心・行動が引き離されて孤立するなら、あなたは自分自身の霊の命のまさに要を断ち切ることになります。そうなります。キリストのからだにおける彼とのこの機能的合一が必要不可欠です。それは彼にとって、ご自身の御旨を成就するために必要不可欠なのです。それは私たちにとって、まさに自分のクリスチャン生活を全うするために必要不可欠なのです。


  



  第八章 命の有機的合一


  



  「義を行う者はみな、彼から生まれています。」（一ヨハ二・二九）


  「……彼らは血からではなく、肉の意志からでもなく、人の意志からでもなく、神から生まれたのです。」（ヨハ一・十三）


  「ご自身のみこころにしたがって、真理の言葉によって、彼は私たちを生み出し（私たちを生み、欽定訳）」（ヤコブ一・十八）


  「まことに、まことに、わたしはあなたに言います。人は新しく生まれなければ、神の王国を見ることはできません。」（ヨハ三・三）
 そして、もちろん、ヨハネ十五章全体をここに置かなければなりません。「わたしはまことのぶどうの木であり、わたしの父は農夫です。わたしにある枝はみな……」等々。


  「新しく生まれた赤子のように、悪巧みのない霊の乳を求めなさい。それによって、あなたたちが成長して救いへと至るためです。」（一ペテ二・二）


  「……むしろ、愛の中で真実を語り、私たちはすべての事で、彼すなわちかしらであるキリストの中へと成長し込むのです。」（エペ四・十五）


  



  これから述べることには、掘り下げるべき新しい深遠な真理はないでしょうし、多くの人にとっては、おそらく、クリスチャン生活の最も初歩的な事柄、そのまさに最初に戻るように思われるかもしれません。しかし、何事も当然視しないことが必要だと私は感じます。私たちはこれらのことを知っており、長く知っていたかもしれませんが、このような事柄については絶えず再教育課程を受けて、これらの基本的な真理や私たちの命と成長に関する基本的な法則を思い出す助けをしてもらう方がいいでしょう。私たちの読者の中には比較的若い人々がかなりの割合でおり、疑いなく、霊的豊かさの中に入る最も早い道を求めていますし、できるだけ早く霊的生活に進むことに関心を寄せていますので、この言葉は彼らの助けになるのではないかと思います。少なくとも、絶えず心に留めておくべき事柄について再び強調することにはなるでしょう。


  種たねの原則


  さて、存在と成長の原則は命です。存在と成長の手段・方法は、命を宿す種たねであり、その中にその種しゅの有機体全体が存在します。これは、確かに、神がご自身の命ある被造物の大半をそれに基づいて構成された原則です。それは機械ではありません――有機体です。それは人工的な手段や外部のエネルギーによって動作・進行するようには造られていません。もちろん、それは外からの食物を必要としますが、食べるには命がなければなりません。それは自らの内にある命によって維持されます。どの種しゅの種たねにも、その特定の有機体を特徴づけるものがすべて内在しています。その種しゅの特定の性質、形、大きさ、色、形体、特徴、能力はみな、命ある種たねの中にあります。もちろん、これは自然の驚異です。それは驚くべきことです。その中に命の小さな胚芽を持つただの一粒の種たねが成長・発達して成熟すると、あらゆる点で型どおりになります。それは素晴らしいことです。これが存在と成長のための神の方法です。それがみなそこにあります。


  （ａ）生まれる


  先ほど読んだ幾つかの御言葉では、特定の人々つまり被造物の特定の型に関して、「生まれる」という言葉が使われています。例えば、「神から生まれた」というように。この種たねつまり産出原理は神の御言葉であり、この命は命の霊である神の御霊です。神の御言葉――もちろん、特に聖書中の真理の御言葉のことですが、神が仰せられることや真に神から私たちに臨むすべての御言葉のことでもあります――の中には、素晴らしい将来性や可能性がすべて含まれています。すなわち、神のものになる可能性、神に似たものになる可能性、神の性質を持つ可能性、神の心を持つ可能性、神の特徴を持つ可能性、神が意図された命の大きさに至る可能性です。神が意図された命の形に至る可能性です。神が語られる時、これがみなそこに現存するようになります。神が何かを語られて、御言葉がそれに適した土地に落ち、産出する信仰というしかるべき応答を得る時、それはみな潜在的に現存するようになります。（ある人々について、御言葉は彼らに何の益にもならなかった、と述べられていることをあなたは思い出すでしょう。それは、御言葉を聞いた人の中で御言葉が信仰と混ぜ合わされなかったからです（ヘブ四・二）。ですから、何も生み出されませんでした。この問題には常に二つの面がありますが、あまり詳しく述べたり分析したりするつもりはありません。幾つかのことについては当然のこととして受け取る必要があるでしょう。）しかし、神が何かを語られて、私たちの内に応答、神への返答をご覧になる時、神聖な意図、御旨、可能性、性質、秩序、形、大きさ、他のいっさいのものといった、素晴らしい満ち満ちた豊かさが、神が仰せられたことの中に現存するようになります。何かが起きて、素晴らしい可能性が生じます。もちろん、神が御言葉と、生み出す強力なあらゆる可能性をもって臨まれたとしても、私たちの態度のせいで何も起きないおそれがあります。しかし、応答、信仰の応答が与えられるとき、神の御旨・構想の範囲内であらゆることが可能になります。


  今、私がこれを大いに強調しているのは、私たちは神の真理を聞くことに慣れ切ってしまっているように感じるからです。あまりにも多くの時、何も起こりません。私たちに語っておられる主と密接な関係にある途方もない数々の事柄を、私たちは十分に理解してきませんでした。主が何かをあなたに語られたなら、それを聞き流さないように、軽んじないように、細心の注意を払ってください。神は、何の目的もなく、そのような目標とそのような途方もない可能性とを抱いて、臨んだりはされません。神は私たちと遊んでおられるわけではありません。主が私たちに語られる時、その可能性と展望はきわめて厳粛なものであるだけでなく、きわめて輝かしいものでもあります。これを信じてください。彼の語りかけ、彼の御言葉の中には、神が表現されるようになる可能性がすべて現存することがわかります。


  私は昔これを説明するのに、店に二つの窓がある種売り商の例を用いました。扉の片側に、彼は見物用の種と球根を並べていました――あまり見栄えはよくなく、パッとしません。それらの外見には何の魅力もありません。自分の絵の具を取り出して、種や球根の絵を描きたいと思う人はいないでしょう。しかし、窓の反対側に、彼は満開の花を並べていました――成熟して見事な色と素晴らしい形を帯びています。そして、彼は「これがかのものです。これがかのものの中にすべて内在しているのです」と言います。これが生き物の驚異です。


  神が語られる時、その語りかけの中に神のすべてがあります。そして、あなたと私が栄光に達して彼と共に栄化される時、彼はこう仰せられるでしょう、「これがかのものです。あなたは私が語ったことに注意を払いました。そして、これがその結果です。私はあなたに語りました。あなたは受け取り、従い、勤勉でした。さあ、これがかのものです――これは別のものではなく、まさにかのものなのです」。どうか信じて、心に留めてください。主は語ること、生む性質を帯びた語りかけ―― 天で生み出されて天的性質をすべて宿す有機体を生み出す語りかけ――をすることを常に願っておられます。


  しかし、もちろん、これは命の御霊の力と保護によります。私たちは御霊を受けなければなりません。御霊が私たちの中に宿って、神の語りかけの中にあるこれらの素晴らしい事柄をすべて実現しなければなりません。もししかるべく私たちの内側に神の御霊がおられるなら、あるいは、私たちが彼を内側に実際に受け入れる前だとしても、もし神の霊が私たちに対する御言葉に伴っておられるなら、神の霊がその御言葉に基づいて働かれるとき、そのとき、神の御旨は実現されます。クリスチャンである私たちにとって、神の語りかけを聞く時、御霊の中にいることがきわめて重要です。集会に行って、神が語られるとき、御霊の中にいることがきわめて重要です。あらゆる手段を講じて、御霊の中にいるようにしなければなりません。御霊を妨げるものが何もないようにしなければなりません。御霊を悲しませている覚えのあるもの、神の霊に逆らっている覚えのあるものが、何もないようにしなければなりません。なぜなら、もしそうなら何も起きないだろうからです。どんなに耳を澄ましても、何も起きないでしょう。しかし、御霊の中にあるなら、神の素晴らしい可能性を御霊はすべて引き受けて実現してくださいます。


  この生み出すことにおいては、隠れた活動の期間、何が起きているのかわからず、おそらく何も起きているようには感じられない期間があるかもしれません。しかし、神が語られた時、何かが起きました。私たちは応答しました。一時のあいだ、当面、何かが起きていることに私たちは気づきませんが、それは公になるでしょう。間もなく、神が何かをなさったことを感じるようになるでしょう。その期間は長いかもしれませんし、短いかもしれません。しかし、次のことがきっとわかるようになるでしょう。すなわち、神が何かを語られたこと、そして、神は何かを語ることによって何かをなし、何かを開始されたこと、御業はやがて明らかになり、何かが秘密裏に進み続けるであろうことです。これが「神から生まれる」ことの意味です。


  （ｂ）誕生


  これはもちろん、私たちを次の段階に導きます。多くの人々はこの二つの事柄――生むことと誕生――を混同しています。これらの性質あるいは恩寵は同じではありません。誕生――誕生とは何でしょう？誕生とは出現が始まる時、神がしてこられたことが現れ始めて出現する時です。命が今や何らかの神聖な有機体、新しい命、新しい秩序の中で現わされるのです。


  私の述べていることについてきてもらえているでしょうか。往々にしてクリスチャン生活初期の頃はこのようであることがわかります。神が何かを語られます。彼の霊が私たちと共にその語りかけの中におられます。そして、私たちは応答します。その後、当分の間、何か重大なことが起きたことに私たちは気づきません。しかし、何かが起きました。遅かれ早かれ――それはすぐかもしれませんし、私たちの内におられる神の活動によりほとんど同時かもしれません。あるいは、内側の働きがある期間密かになされて、そもそも何か起きたのかどうかについて信仰が試された後のことかもしれません――何かが現れます。そして、以前していたことが全くできないこと、以前一度もしたことがないことを今やしなければならないこと、自分の思考や会話の方法に疑念が生じて変化と変容の過程を通りつつあることに、私たちは気づきます。何らかの新しい秩序が存在中に到来したこと、それによってあらゆる変化が生じつつあることに、私たちは気づきます。そして、私たちはますます明確かつはっきりと、昔あったものと今あるものとの間に、昔の自分と今の自分との間に、線を引けるようになります。これが正常なクリスチャン生活の行程です。つまり、この新しいものが今や出現し始めるのです。そして、何か新しいものが生まれたことに私たちは気づきます。以前の自分のままでいることは決してできません。以前していたことが全くできません。新しい方法で振る舞うようになります。別世界から何かが到来しました。新たな開始がなされました。それは全く新しい有機体です。「もしだれでもキリストの中にあるなら、その人は新創造です」（二コリ五・十七）。


  ある特定の種しゅの構成に関する要点は、それはその種しゅを表現し始めるということです。これが誕生であり――ある特定の種しゅに属するものです。「人は新しく（あるいは『上から』）生まれないかぎり、神の王国を見ることはできません」（ヨハ三・三）。神の王国は一種の秩序、事物の性質です。一つの領域、一つの場所であるだけでなく、神の領域の中で物事が神と共になされる方法でもあります。それは神の領域にふさわしく、神の領域に適したものです。神の領域の中で物事が生じて作用する方法です。そして、この新しい有機体は神の領域の中に生まれるものの性質を示します。時々、小さな赤ん坊は猿のように振る舞いますが、普通は人間のように行動します！つまり、それは型に同形化するのです。赤ん坊のクリスチャンの中にはとても奇妙な行動をする人もいますが、間もなくあなたは、彼らが別の鋳型に属することを理解し始めます。他のすべての人も、彼らが別の秩序に属すること、新しい種類の存在が出現したこと、そして今や、彼らは彼らの種しゅ、天の秩序にしたがってごく自然に行動していることを理解し始めます。神から誕生するとは次のようなことです――すなわち、何かが出現すること、何かが明らかになることです。これはとても基本的ですが、試金石でもあります。


  （ｃ）成長


  そして、これが始まりについて言える以上、生むことと誕生に続く成長の問題についてもそう言えます、なおのこと言えます。ここで、二、三のとても単純ではありますが、大いに決定的な点を述べなければなりません。


  （一）分与されたキリスト


  神から生まれ、天から誕生した、この天的有機体の成長の原則・基礎は何でしょう？成長の原則は、最初から最後まで、分与されたキリストです。神の御言葉である全聖書はキリストを中心としています。生むこと・誕生・成長もまた、すべてキリストと関係しています。それは分与されたキリストです。神の御言葉であると主張していてもキリストを中心としていないどの務めも、神の効力を持てません。神の目的を達成しようとするなら、キリストを常に前面に保つことがとても重要です。なぜなら、最初から最後まで、最初も途中も最後も、神の目的はキリストを分与することだからです――御言葉を通して、教えにより、キリストを分与することだからです。そして、聖霊は御言葉に基づいて、教えに基づいて、キリストに関して働かれます。


  これはキリストについての情報以上のものです。それは御言葉の中におられる御霊によるキリストの分与です。きっとあなたは、神の御言葉を無視するなら、また御言葉の務めを無視するなら、霊の命は衰退し、霊の成長は停滞・停止することを――消極的にであれ積極的にであれ、失敗によってであれ成功によってであれ――いずれにせよ学んでおられることでしょう。もし聖書が常に前面に保たれているなら（つまり、昼夜を問わず読むという意味ではなく、聖書が最も重要な地位を占めていて、少しでも神の御言葉に触れる時間があれば、それを追い求めるという意味です）、これが成長の道であり、御霊の道であり、霊的形成の道です。御言葉を無視し、キリストの務めを無視するなら、あなたは霊的に衰退します。


  これはとても初歩的ですが、真実です。もしサタンが、あなたの聖書が閉ざされたまま手つかずになっていることについて、何らかの言い訳を持ち出すことができるなら、また、神の御言葉や御言葉の務めからあなたを遠ざけておくために、あなたの手、あなたの心、あなたの時間を何かで満たすことができるなら、彼はそうするでしょう。彼はあなたの成長を霊的に断ち切ろうとします。なぜなら、あなたが成長することはキリストが増し加わることだからです。キリストの増し加わりに彼は反対します。


  これを大いに厳粛に受け止めてください。これをいずれにせよ実証してください。私たちはみなそれを実証してきました。御言葉の分与を失うなら自分の霊の命を失うことを、私たちは知っています。キリストは成長のために私たちに分与されます。そして、御言葉に言えることは同じように祈りにも言えます。なぜなら、私たちは祈りの十分の九を、主に便宜を図ってもらう問題、主に望みのものを与えてもらう問題にしていますが、祈りの真の意味は、私たちが真に主を受けること、キリストを受けることだからです。私たちが祈りの中でキリストを求めるとき、祈りは素晴らしい回復と刷新と強化の働きをします。よくあることですが、道中、疲労の中に、ひどい疲労の中にあるとき、これ以上体を引きずって進むのは無理だと思われる時、ただ主と共に数分間静かに退いて、「主よ、私にはあなたが必要です。力が必要です。刷新が必要です」と祈り求めるなら、なんと回復されることでしょう。これはそのとおりです。祈りのとき、キリストを分与してもらうようもっと心がけてさえいれば――自分の暮らしを少しばかり楽にそしてさらに楽しくする多くのものを求めるのではなく、キリストが増し加わるよう求めていれば――！聖霊はそれに基づいて働いて、それに応答してくださいます。ですから、成長は御言葉――その教え、その指示、その務め――を通してキリストが分与されることです――そしてそれは祈りを通してです。


  （二）吸収されたキリスト


  しかし次に、さらに必要なことがあります。あなたが食物を摂った後、それはあなたに何の益も与えないかもしれません――あなたに多くの害を及ぼすかもしれません。食物がすべてではありません。吸収する必要があります。そして、吸収に関して敵はたいてい成功を収めます。御言葉か祈りのどちらかを私たちにやめさせられないとき、敵は死に物狂いで吸収を邪魔しようとします。ですから私たちは必ず、何をさておいても、少なくともわずかな時間を用いて、この分与に浸り、キリストに浸り、御言葉に浸らなければなりません。


  これは内的姿勢を意味します。食物を摂っても、その食物に対して言わば適切な内的姿勢を取らなければ、何の益もありません。膵臓と呼ばれる臓器に関するある病気があります。膵臓が適切に機能しなければ、食物は体を養えません。好きなだけ食物を摂ることもできますが、何の益にもなりません。ひたすら食べることもできますが、その食物は体に益を与えません。膵臓の機能を刺激・回復する何かが必要です。私が何を言わんとしているのか、おわかりでしょう――この消化の働き、御言葉・主・彼に近づくこの内的姿勢は、おそらく一日に二、三分かもしれませんが、吸収にはとても長い時間がかかるのです。これが成長の道です。ある特別集会の十一の集会をくぐり抜けて、山のような知識を得たとしても、それはあなたに少しも益にならないかもしれません。一つの集会の中に、私たちを長時間支えて霊的成長を大いに促すのに十分なものが含まれているかもしれませんが、それでも何の効果もないかもしれません。あなたはそれについてどうされるのでしょう？あなたはそれを内的に把握しておられるでしょうか？あなたの姿勢は、「私はこれを得なければなりません！これが私の霊の命と成長の助けになるというなら、私はこれを握って咀嚼します！」というものでしょうか――あなたはこのような姿勢を取るでしょうか？これが成長に不可欠です。成長は有機的であり、不可欠です。


  （三）キリストを知る


  そして次に、第三に、成長はキリストを知ること――新約聖書が霊的理解力と称しているもの――によります。聖霊は、御言葉、祈り、私たちの黙想を通して働いて、主に関する知性の中に私たちを導いてくださいます。それは、私たちが「そうです、私はそれを聞き、それを受け入れました。それを握って、それを用いてきました。しかし、私は今、理解しています。その意味、重要性、価値を理解しています」と言えるようになるためです。私たちの霊的成長は、霊的理解力と大いに関係しています。その正しさを御言葉がどれほど示しているのかはご存じでしょう。多くのものを見て、多くのものを与えられた人、「さて、主のビジョンと啓示について言うと、私は一人の人を知っています。その人は十四年前天に引き上げられ、語ることのできないこと、人が語ることを許されていないことを示されました」（二コリ十二・一～四）と言えた人ですら、これをすべて持っていてさらに持っていた人ですら、その生涯、地上におけるその行程が終わろうとしている時に、「それは私が彼を知るためです――これがなおも私の大志です」と言えたのです。これは知識による成長です。


  そしてこの人は、よくご存じのように、神の務めをかなり豊かに分与された人々――というのは、パウロがどれほど長くエペソにいたのか考えてみてください――に書き送りました。彼は自分の務めに関して、「私はひるまずに、あなたたちに神のみこころをすべて宣言しました」（使二〇・二七）と言いました。なんと多くのものを彼はエペソの信者たちに与えたことでしょう！それでも、最後に彼らに書き送るにあたって、終わりにかけてこう述べています。「私は（中略）絶えずあなたたちのために感謝して、私の祈りの中であなたたちに言及しています。どうか、私たちの主イエス・キリストの神、栄光の父が、知恵と啓示の霊をあなたたちに与えて、彼を知る知識を得させてくださいますように」（「彼を知る十分な知識」がここで使われている言葉です）。「あなたたちの心の目が照らされますように。それは、彼の召しの望みがどのようなものか、聖徒たちの中にある彼の嗣業の栄光の富がどのようなものか、また信じる私たちに対する彼の力の卓越した偉大さがどのようなものかを、あなたたちが知るためです」（エペ一・十五～十九）。知ること、見ること、理解することは、たいそうなことです。それは拡大の道であり、成長の道です。


  もちろん、これは正常な人なら、当たり前のことです。私たちは成長します。そして成長するにつれて、私たちの理解力は増し加わります。そして、私たちの理解力が増し加わるにつれて、私たちは成長します。霊的理解力は双方向で働きます。主を知りつつあるクリスチャンたち、特に若いクリスチャンたち――メッセージや外面的なものに基づいて生きているだけでなく、主を知る彼ら自身の知識が成長しつつあるクリスチャンたち――を見いだすのは素晴らしいことです。


  そして、これは確かにキリストとの生命結合であり、確かに有機的です。それは命の問題であり、命の道です。そして、これは全く私たちの主との私たちの合一の問題です。これこそ、それを備えるものであり、それを生じさせるものであり、それを促すものであり、それを開始させるものであり、それを出現させるものであり、それを完成させるものです。ヨハネ十五章を読むと、それはみな「わたしの中に」という句に込められています。「わたしの中に」「わたしの中に住んでいなさい」「わたしの中で実を結びます」「わたしの中に住んでいなさい、そうすれば多くの実を結びます」等々。それはみな「キリストの中」にあるのです。


  



  第九章 究極的に完成された合一


  



  「これらの言葉の後、八日ほどして、彼はペテロとヨハネとヤコブを連れて、祈るために山に登って行かれた。そして彼が祈っていると、彼の顔の様子が変わり、その衣は白く輝いた。すると見よ、二人の人が彼と話し合っていた。それはモーセとエリヤであり、栄光のうちに現われて、彼がエルサレムで遂げようとしている最後について語っていた。さて、ペテロと彼と共にいた者たちは熟睡していたが、すっかり目を覚ますと、彼の栄光と、彼と共に立っている二人の人を見た。二人が彼と別れようとした時、ペテロはイエスに言った、『ご主人様、私たちがここにいるのは素晴らしいことです。私たちは三つの天幕を造りましょう。一つはあなたのために、一つはモーセのために、一つはエリヤのために』。彼は自分が何を言っているのか、わからなかったのである。彼がこれらのことを言っている間に、雲が現れて彼らを覆った。その雲の中に入った時、彼らは恐れた。すると、その雲の中から声がして言った、『これはわたしの子、わたしの選んだ者である。彼に聞け』。その声がした時、イエスひとりだけが見えた。」（ルカ九・二八～三六）


  「そしてもし子供であるなら、相続人でもあります。すなわち、神の相続人であり、またキリストと共同の相続人でもあります。ただしそれは、私たちが彼と共に栄化されるために、彼と共に苦しむならばの話です。（中略）被造物は切なる期待をもって、神の子たちの出現を待ち望んでいます。なぜなら、被造物が虚無に服させられたのは、自分自身の意志からではなく、それを服させた方のためであり、それは被造物自身も、朽ち果てる束縛状態から解放されて、神の子供たちの栄光の自由の中に入る望みがあるからです。」（ロマ八・十七、十九～二一）


  「……主は来られるその日に、その聖徒たちにおいて栄光を受け、また信じたすべての者たちにおいて驚嘆されるのです。」（二テサ一・十）


  「見よ、私は一つの奥義をあなたたちに告げます。私たちすべてが眠るのではありません。しかし、私たちすべては変えられます。それは最後のラッパの時、一瞬にして、またたく間にです。ラッパが鳴り響いて、死者は朽ちないものによみがえらされ、私たちは変えられるのです。なぜなら、この朽ちるものは朽ちないものを着なければならず、この死ぬものは死なないものを着なければならないからです。この朽ちるものが朽ちないものを着、この死ぬものが死なないものを着る時、書き記されているこの言葉が成就します、『死は勝利のうちに飲み尽くされた。おお、死よ、おまえの勝利はどこにあるのか？おお、死よ、おまえのとげはどこにあるのか？』。」（一コリ十五・五一～五五）


  「主イエス・キリストは（中略）私たちの卑しい体をも変貌させてくださいます。それは、それが彼の栄光の体に同形化されるためです。」（ピリ三・二〇～二一）


  「万物がその方のために存在し、万物がその方を通して存在する方が、多くの子らを栄光へ導き入れるのに、彼らの救いの創始者を、苦難を通して成就されるのは、彼にふさわしいことだったからです。」（ヘブ二・十）


  「そして彼は私を御霊の中で、大きな高い山へ連れて行き、聖なる都エルサレムが天から出て神から下って来るのを私に見せたが、それは神の栄光を持っていた。」（黙示二一・十～十一）


  



  私たちは、まず第一に、遥か過去を仰ぎ見て思い出さなければなりません。神が人を造られた時、神は変容を目的として人を構成されたのです。つまり、神聖な栄光が目的だったのです。これが神の意図でした。しかし、人は神に反逆して霊的自殺を犯しました。そして、その反乱と失敗により、人はこの素晴らしい運命を失い、いま読んだように、神は直ちに全被造物の上に「虚無」を宣告されました。あるいは、この一連のメッセージで前に述べたように、神はこの被造物と人の中心に「失望」を書き込まれました。しかし、神は別の人を、御心にかなう人を任命されました。それは人の子となられた御子でした。そしてこの別の人、人なるキリスト・イエスにあって、永遠の合一が確保されました。それは、キリストにある信者として神が予知しておられた人々と御子との間の合一です。神は御子にあって変容・栄化が可能な新しい被造物を確保されました。あの山の上の変容した主イエスを見る時、私たちは彼の中に個人的に、最初のアダムがなるべきだったもの――栄化された人、変容された人――を見ます。後で私たちは、彼と共に栄化されること、彼が多くの子らを栄光に導かれること、私たちの体が彼の栄光の体のようにされること、神の栄光を持つ天のエルサレム、といったこれらの素晴らしいすべての点について読むことになりますが、その時、私たちが目にするのはこの当初の意図の実現にほかなりません。これが神が最初から意図しておられたことであり、試練の時に人が勝利していれば、問題や悲劇に見舞われることなく、ずっと早く得られていたはずの地位です。


  しかし、それは今やキリスト・イエス、栄光の中におられる人にあって究極的に完成されています。栄光とは――飽きずに述べると――創造主である神とその全被造物が満足することです。栄光とは、その素晴らしい満ち満ちた喜びと実感の中で、「これこそあるべき姿です！」と言えることにほかなりません。これが栄光です。小さな点でもこれがわかります。あなたはおそらくそれを栄光とは呼ばないかもしれませんが、それを感じます。何かがあるべき姿にあるとき、あなたは内側で栄光の感触と色彩を感じます。しかし、人類全体と被造物全体が御旨どおりのものになって、だれもが何の躊躇も疑問もなく、「そうです、これこそそのあるべき姿です！」と言えるとしましょう――これが栄光です。そして神が――神の標準はとても高くて絶対的です――神の立場から、「これこそまさに、わたしが意図したとおりの、そのあるべき姿です」と言える時、それはまさに栄光の日となるでしょう。


  次に、これはキリストとのこの合一の究極的完成です。この合一について、私たちはその様々な面から考えてきました。それらの面とは、第一に永遠の合一、すなわち、私たちはこの世の基が据えられる前からキリストにあって選ばれていたこと。第二に創造的・種族的合一、すなわち、私たちは最後のアダム・第二の人であるキリスト・イエスにあって新創造であること。第三に夫婦の合一です―― これは花嫁が準備を整えて、彼と彼女、彼女と彼の間の愛情関係がすべて成熟に達する時のことであり、その時、疑問や疑い、ためらいや不安はもはやなくなります。彼とその教会、この二者の命が完全に融合します――これが小羊の婚宴です。これがその究極的完成です。第四に使命の合一であり、これにより神の家が確立され、神の天的秩序が設立されて現わされます。第五にキリストのからだの機能的合一であり、これによりこのからだはそれに宿る個性である彼ご自身を現します。第六に命の合一・有機的合一であり、これにより彼の命、彼の神聖な天的命はその有機体を完全な表現・成就へと至らせます。これらが合一の各面であり、それがみな究極的完成――彼の全栄光の究極的完成――にもたらされます。


  さて、先ほど読んだ節から、これらのことにはみな、私たちが思っている以上に考慮する価値のあることがわかります。この究極的完成について、様々な形や文脈で展望されているのです。


  第一に、個人の霊的・肉体的完成に注目することにします。個々の子らが栄光に導かれますが、栄光の中に導かれるとき個々の肉体が造り変えられます。この御言葉は素晴らしいです、「私たちの卑しい体は彼の栄光の体に同形化されます」――医者や看護婦は全員失業します。間違いなく、そうなって皆が大喜びするでしょう！医療分野は終わりを迎えてなくなります。栄光の体、栄化された体は「彼の栄光の体のように」なります。これは朽ちるものから朽ちないものへの変化と呼ばれています。


  ああ、少しの間立ち止まって、主イエスの復活の体について考えたいと思います。主イエスの死者からの復活はきわめて素晴らしいものでした。ヨセフはイエスの体を乞い求めて、それを受けると、彼とニコデモは百ポンドもの防腐剤の香料を持ってきました。百ポンドというのはかなりの重さです！この途方もない重荷を運んでいるこの二人の老人を、あなたは思い描けるでしょう。次に、彼らは彼を亜麻布の衣に包みました。その衣の内側に、重たい香料がすべて包まれていました。そして、彼らは墓の中に入った時、彼の復活後、それらがみなきちんとそこにあるのを発見しました――香料が墓中に散らばっていることはありませんでした。それはみなきちんとそこにあり、外形も変わっていませんでした。彼はそれをすべて通り抜けられました。後に閉ざされた扉を通り抜けたのと同じように、彼は出て来て、その包みを後に残されました。これは栄化された体に何ができるのかを示唆しています。


  「彼の栄光の体に同形化」されること。これがキリストとの合一の個人に関する究極的完成です。霊はすでに彼に結合されています。「主に結合される者は一つ霊です」（一コリ六・十七）。そして、霊のこの合一は、体の栄化すなわち栄光の新しい体において究極的に完成されます。これがその目標です。私たちはその団体的面について見てきました。多くの子らがいますが、子孫はひとりです。これは、称号や名称は異なりますが、同じものです。それはキリストの団体的からだです。栄化された教会であり、「神の栄光を帯びて」います。教会は彼のからだであり、彼との何重もの合一の中にあります。そして、しみやしわやそのようなもののない、「栄光の教会」になります。神の栄光を持つ栄光の教会になります。


  そして次に――なんと素晴らしい節でしょう！――キリストの正しさが彼の聖徒たちにおいて証明されます。彼が内住しておられる者たちにおいてキリストの正しさが証明されます。「彼は来臨して彼の聖徒たちにおいて栄光を受け、信じたすべての者たちにおいて驚嘆されます」。キリストの正しさが彼の聖徒たちにおいて証明されること――これは素晴らしいことです。この世界のここに今いる私たちは、蔑まれ、軽視・無視され、排除され、中傷され、迫害され、苦しんでいます。それはキリストが私たちの中におられるからにほかなりません。キリストとの私たちの合一のためにほかなりません――ああ、これは何を意味していることか、時としてなんという代価が必要になることか！――私たちの中におられるキリストは私たちにおいて栄光を受け、私たちにおいて驚嘆されることになります。光景は変わることになります。内住のキリストは苦難、逆境、迫害、悲しみ、試練ばかりを意味するものではなくなります。内住のキリストは最終的に、究極的に完成されるとき、きわめて素晴らしいものになります――彼の聖徒たちにおいて栄光を受けて、驚嘆されるのです。彼を客観的に見るなら、私たちが彼を見る時、私たちは彼に驚くだろうことがわかります。しかし、この節が述べているのは、彼は信じたすべての者たちにおいて驚嘆されることになる、ということです。


  さて、これはたんなる将来展望ではないことに注意しましょう。自分の幻、夢、幻想に興奮することも可能です。これらの素晴らしい知識や観念を、ただそれらがキリスト教信仰を構成しているからという理由で、信奉することもできます。クリスチャンたちはこのようなことを信じています。いわゆるキリスト教宗教を構成しているものがあります。しかし、それはそんなものではありません。ああ、そうです、キリスト教は他のどの宗教とも違って、実験してみることができます。試してみることができます。そして、それは試験に耐えて、それが完全に現実であることを今も実証します。クリスチャンたちの希望や期待や見通しは、未来にのみ存するわけではありません。あなたや私、男性や女性が、決定的行為によって、主に結合されるようになるその日、この究極的栄光の証拠が直ちに生じます。


  あなたの経験や経歴からこれを証明することができます――十分に証明することができます。そのため、ほとんど羨望のまなざしと切ない気持ちで、その日々すなわち初めの日々を振り返っている自分にあなたは気づきます。自分の霊に全く従って次のように歌う人々がいます。


  
    「私が経験した祝福はどこにあるのでしょう、


    最初に主を見た時のあの祝福は？


    魂を新鮮にしてくれたあの光景、


    イエスとその御言葉の光景は？


    


    戻ってください、ああ　聖なる鳩よ、戻ってください


    安息の甘い使者よ。」
  


  彼らは続けます、


  
    「私が最も大事にしてきた偶像を、


    たとえその偶像が何だろうと、


    あなたの御座から引き裂くのを助けてください、


    そして、あなただけを礼拝するようにさせてください。」
  


  そうです、多くの人がこう歌うようになりました。しかし、あなたがそう歌うかどうかにかかわらず、また、それが真実かどうかにかかわらず――クリスチャンはそうであってはならないのですが――この最初の日々を私たちは常に振り返るものなのです。私は自分自身の最初の月日を鮮明に覚えています。当時、主は私の心と生活の中に、完全な、障害物の無い、自由な道を獲得されました。その月日は素晴らしいものでした。その後、その月日は素晴らしいものではなくなったというわけではありません。しかし、何が起きたのでしょう？ああ、私たちは栄光を味わったのです！自分は栄光のために造られたことを示す証拠が即座に生じました。キリスト・イエスにある新創造の中に入ったとき、直ちに、新創造の宿命――栄光――をもって封印と証印を受けたのです。神の新しい開始には常に栄光が伴います。


  しかし、これは最初だけではありません――クリスチャン生活の行程で繰り返し起きます。とても悲しいことに、私たちはクリスチャン生活の中で、転んだり、落ちたり、失態を犯したり、罪を犯したり、足を滑らせたり、深刻な悲しい過ちを犯したりせずに、そのまま真っすぐ進んで行くわけではありません。そして、私たちがそうする時、敵はすかさず駆けつけて来て、私たちを全く追い払おうとします。私たちはとても悲しく、とても申し訳なく感じ始めて、沈み込みます。私たちの霊はうなだれて、この問題に捕われてしまいます。栄光は去ってしまいます。そして、栄光は二度と戻って来ない、と私たちは思います。しかしその後、どういうわけか主は私たちに何かを語られます。再保証の御言葉を再び私たちに語られます。そして、その問題は正されます。私たちは再び信仰を握ります。そして、栄光が戻ってきます。主は私たちを見捨てておられなかったのであり、その宿命も失われたわけではありません――それは再び戻ってきます。


  主から離れ去るなら、私たちは惨めになります。主から離れているなら、何の栄光もありません。主と共に進んでいた頃の人々と今の人々との違いは、見ればわかります。しかし立ち返るなら、栄光が待っていることがわかります。私たちの生活の中でこれを何度も経験します。栄光が待っています。私たちはそのために造られました。キリストとの私たちの合一はその保証です。キリストから漂い去るなら、栄光は差し止められます。立ち返るなら、栄光は戻って来ます。主と論争するとき、あるいは主があなたと論争されるとき――主が語られたこと、御心にかなっていないことを主が示されたもの、あるいはおそらく、私たちがその中を通るのを主が許された何らかの経験、試練、困難に関して論争するとき――私たちは苦々しく不快になり、悲しくなります。主に対するこの不平という冷たい手が自分を握るのを許すなら、栄光はすべて去ります。しかし、立ち返って、主が要求されたものを正す時、あるいは、主に戻ってその不平を明け渡し、「それは私の生活全般を台無しにして、すべてを駄目にしようとしています。それはこのまま在り続けてはなりません。どんな代価を払っても私は主と共に進み続けます」と言うなら――栄光が戻って来ます。


  最後のこの栄化は作り話ではありませんし、たんなる将来への期待でもありません。これを聖霊は道中ずっと証しされます。もしかすると、彼が私たちの生活の中にこれらの危機を引き起こされる理由の一つは――キリストとの合一により素晴らしいことが絶えず繰り返し起きて当たり前だ、と私たちに思わせないようにするためなのかもしれません。しかし、これらの危機の真の目的は何でしょう？なぜ主はこれらの危機を私たちの生活の中に送られるのでしょう？私たちが物事に直面する時、あるいは困難な経験の中を通らされる時、何らかの新たな調整、何らかの新たな放棄が必要になる時、それは一体どういうことでしょう？それはまさに次のような結果になることがわかります――すなわち、主イエスのためにより大きな場所を確保することになるのです。なぜなら、栄光の根拠はキリストだからです。神の定めは御子と共にあります。御子から離れるなら、失望することになります。しかし、御子が私たちの中でさらに広い場所、さらに大きな場所を獲得される時――おそらくそれは危機を通して、戦い、再調整を通してです――彼がさらに広い場所を獲得される時、神の栄光のための根拠がなおも増えることになります。栄光の望みは私たちの内におられるキリストです。栄光の根拠は私たちの内におられるキリストです。言い換えると、栄光という結果になるのは私たちの内におられるキリストです。そして、この合一がますます深く、強く、豊かになって、ますます定着するにつれて、栄光のための根拠は増し加わります。クリスチャン生活の中を進んで行くとき、道中ずっと、私たちはますます深刻な危機を迎えるように思われます。どういうわけか、「自分はどん底に達しました。これ以上低くなるのは不可能です」と思う地点に至ります。すると、さらなるどん底の中に連れて行かれます。状況はかつてないほど絶望的に思われます。しかし、主は私たちを切り抜けさせてくださり、前よりも多くの命、前よりも多くの主からのもの、前よりも多くの栄光があるようになります。新約聖書の中に「栄光の御霊があなたたちの上にとどまってくださいます」（一ペテ四・十四）という御言葉があります。栄光への道は苦難です。かしらがそうだったように、その肢体たちもそうでなければなりません。主人がそうだったように、僕もそうでなければなりません。彼がそうだったように、私たちもそうでなければなりません。苦難と栄光――これがその道です。


  私はここで終えることにします。目的・目標はこの栄光の結末です。繰り返しますが、これは今試してみることができます。おそらく、あなたは前の時に私が述べたことを覚えておられるでしょう。私にとって、主の来臨という問題は、たんなる預言の問題ではありません。主の来臨に関する預言を学んでも、私はあまり爽快感や刺激を覚えません。それは結構なことです――私を誤解しないでください！預言を学ぶのが好きなら、学んでください。しかし、それが常に栄光という結果になるとはかぎりません。しかし、私たちが主の来臨について歌う時、歌っている数人の人々がただ興奮・熱狂するだけではないことに、私は気づきます。別の何かが入って来るように思われます。その別の何かとは栄光の御霊です。なぜなら、聖霊は過去・現在・将来の御方ではないからです。聖霊は永遠です。聖霊は永遠に――今――なる御方です。どの瞬間にも永遠が宿っています。聖霊にとって、主イエスの来臨はまるで今の出来事のようです。来臨について述べると、聖霊は「そうです、ここにその証拠があります！」と仰せられます。彼はそれを聖徒たちのただ中にお与えになります。そして、あなたが主の来臨について歌う時、何らかの栄光がそこに生じます。それは、状況は将来よくなることを思い出させるたんなる備忘録ではありません。それは、あの未来が「今」の中に入って来る感触・味わいです。これは素晴らしい締めくくりの言葉です。これらの事柄は現存する現実であり、今すべて試して経験することができます。なぜなら、この栄光は将来だけのものではないからです。今、私たちの上に栄光の御霊がとどまっておられ、道中ずっと結末を保証してくださいます。どうか主が私たちを、私たちの信仰がもたらす霊的益に浴して生きる、そのようなクリスチャンに保ってくださいますように。教理のみに基づいて、諸真理に基づいて生きるのではなく、聖霊の中で今これらの事柄の実際の中に生きる、そのようなクリスチャンに保ってくださいますように。


  



  注記


  



  「ただで受けたものはただで与えられるべきですから、私の著書に著作権をつけないでください」という著者の遺志により、本書は著作権フリーです。本書を配布する場合は、著者の遺志を尊重して、著作権をつけないでください。
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